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本ሗ࿌᭩は、᪩す䛞る強制された結婚�CE)08�に関する法律と政

策について、☜ᅛたるエビデンス、思春期の女の子の生活実ែ、☜
❧された国際的な人権原๎に基づく、よりきめ⣽かなア䝥䝻ー䝏を

とることの根拠と指針を♧すものである。本ሗ࿌᭩は、思春期の女

の子の権利、保護、主体性を尊重する、児童婚に対する法的・政策

的対応を策定、実施、またはᥦゝする、国、地域、世界䝺䝧䝹の関
ಀ者を対㇟としている。

本ሗ࿌᭩は、18歳を結婚の法定᭱పᖺ㱋とすることを改めて☜認

する一᪉で、法的枠組みとᩆ済ᥐ⨨は、思春期の女の子の発達し

つつある能力と生活実ែを⪃៖できるよう、༑ศにᰂ㌾なものでな

ければならないとㄽじている。また、ᖺ㱋区ศのみに基づく法改正

は、思春期のⱝ者の生活を形づくる多様な社会的、経済的、文化

的要因を見えにくくし、思春期の女の子をエン䝟䝽ーするどこ䜝
か、䜐し䜝害をཬ䜌す可能性があることを指᦬している。

本ሗ࿌᭩のศᯒでは、主に成ᖺᖺ㱋に達していない思春期ᚋ༙の

女の子、すなわち1�歳、1�歳、1�歳の女の子が関わる結婚や婚

ጻ関ಀに↔Ⅼをᙜて、しばしば見㐣䛤されてきたこのᒙの」㞧な

䝙ー䝈に、法律と政策がどのようにより㐺ษに対応できるかを᳨ウ

する。
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⚾たちについて
᪩す䛞る強制された結婚�CEFMU�とセクシ䝳ア䝸テ䜱に関する䝽ー䜻ン䜾䜾䝹ー䝥�6:*�は、��
を超える国際・国ෆ1G2、資㔠ᥦ౪ᅋ体、䝛䝑ト䝽ークで構成されて䛚り、CE)08の要因でありな

がら༑ศに取り上䛢られてこなかった、思春期の女の子のセクシ䝳ア䝸テ䜱の統制という䛂䝍䝤ー䛃に

取り組䜐ためにタ❧された。����ᖺ௨㝆、S:Gは、CE)08に関するこのศ㔝の⌮解と対応に䛚

ける䜼䝱䝑䝥をᇙめることを┠的として、」ᩘの出∧≀を発⾲するとともに、有識者をᣍいて重要な

㆟ㄽを行ってきた。これには、国㐃人ཱྀ基㔠�81)3$�と䝴䝙セ䝣との㐃ᦠにより発⾲した䛂Girls’ 
sexuality and child, early, and forced marriages and unions: A conceptual 
framework䛃と、䛂Are existing laws on child, early, and forced marriages and unions 
working for adolescent girls and young women?䛃と題する䝤䝸ー䝣が含まれる。S:Gの䝯

ン䝞ーᅋ体の一ぴは௨ୗの㏻りである。

U1F3$は、国㐃に䛚いて性と生Ṫに関する健康�S5+�をᢸう機関である。1㻡㻜䜹国௨上で、女

性、女の子、䝴ースの権利と㑅ᢥを守るために活動している。㼁㻺㻲㻼㻭は、すべてのዷፎがᮃまれ

たものであり、すべての出⏘が安全であり、すべての䝴ースがその可能性を༑ศに発᥹できるこ

とを┠指している。㼁㻺㻲㻼㻭は世界各地で、人びとが子どもを持つかどうか、またいつ持つかを自

由かつ㈐௵を持って㑅ᢥできるようにすること、ண㜵可能なዷ⏘፬Ṛஸから女性を守ること、ジェ

ンダーに基づく暴力㻔㻳㻮㼂㻕や᪩す䛞る結婚㻔児童婚㻕、女性性ჾษ㝖などの有害な័行をなくすこ

と、そして変化する人ཱྀ䝙ー䝈に対応した政府のィ⏬策定を支援することに取り組䜣でい

る。㼁㻺㻲㻼㻭はS㼃㻳の㛗ᖺにわたる䝟ートナーであり、思春期の女の子の㌟体の自ᕫ決定権、権

利、㑅ᢥが現実のものとなるよう、㐃ᦠして取り組䜣でいる。

本ሗ࿌᭩はまた、௨ୗにᣲ䛢る」ᩘの༠力機関とのඹⴭによるものであり、これらの機関か
ら支援をཷけている。

6:*䝯ン䝞ー� $DKXQJ、$PHULFDQ�-HZLVK�:RUOG�SHUYLFH、$PSOLI\�CKDQJH、C$5E�
CDQDGD、C5E$、E0SRZHU、EQJHQGHU+HDOWK、ETXLPXQGR、)yV�)HPLQLVWD、GLUOV�)LUVW�
)XQG、GLUOV�1RW�BULGHV��7KH�GOREDO�3DUWQHUVKLS�WR�EQG�CKLOG�0DUULDJH、GOREDO�)XQG�IRU�
:RPHQ、GUHHQH:RUNV、,QWHUQDWLRQDO�CHQWHU�IRU�5HVHDUFK�RQ�:RPHQ、国際ᐙ᪘ィ⏬㐃

┕�,33)�、,SDV、1LUDQWDU�7UXVW、3DUWQHUV�IRU�/DZ�LQ�'HYHORSPHQW��3ODQ�,QWHUQDWLRQDO、䝥䝷

ン・イン䝍ーナシ䝵ナ䝹、3RSXODWLRQ�CRXQFLO、セー䝤・䝄・䝏䝹ド䝺ン・イン䝍ーナシ䝵ナ䝹、7KH
SXPPLW�)RXQGDWLRQ、7KH�<3�)RXQGDWLRQ。

༠力組織� $IULFDQ�CRPPLWWHH�RI�E[SHUWV�RQ�WKH�5LJKWV�DQG�:HOIDUH�RI�WKH�CKLOG、CHQWHU�
IRU�5HSURGXFWLYH�5LJKWV��CHQWUR�GH�EVWXGLRV�\�)RUWDOHFLPLHQWR�CRPXQLWDULR�0DQR�VXHOWD�
$�C�、,'E$S�C+¶,E/7,.、,QVWLWXWH�IRU�GHQGHU�DQG�'HYHORSPHQW�SWXGLHV���7KH�8QLYHUVLW\
RI�:HVW�,QGLHV�DW�SW��$XJXVWLQH、/DV�1LxDV�/LGHUDQ�GXDWHPDOD、/HLGHQ大学、0p[LFR
,JXDOLWDULR�'HUULEDQGR�ODV�BDUUHUDV�$�C�、2',�G$GE、5HVXUM���5HDOL]LQJ�SH[XDO�DQG
5HSURGXFWLYH�-XVWLFH��:RPHQ¶V�5HKDELOLWDWLRQ�CHQWHU。

推ዡᘬ⏝形ᘧ��CE)08�DQG�SH[XDOLW\�:RUNLQJ�GURXS��81)3$��HW��DO����������/aws and 
3olicies to Address Child, Early, and Forced Marriage and Unions: Guidance Grounded 
in +uman 5ights 3rinciples, Evidence, and Adolescent Girls¶ /ived 5ealities� KWWSV���
ZZZ�VH[XDOLW\ZRUNLQJJURXS�RUJ�

本ሗ࿌᭩に♧された見解は、必ずしもUNF3Aまたは国㐃全体の見解を反映するものではない。

https://www.sexualityworkinggroup.org/
https://www.sexualityworkinggroup.org/resource/girls%E2%80%99-sexuality-and-child%2C-early%2C-and-forced-marriages-and-unions%3A
https://www.sexualityworkinggroup.org/resource/girls%E2%80%99-sexuality-and-child%2C-early%2C-and-forced-marriages-and-unions%3A
https://www.sexualityworkinggroup.org/resource/are-existing-laws-on-child%2C-early-and-forced-marriages-and-unions-working-for-adolescent-girls-and-young-women%3F
https://www.sexualityworkinggroup.org/resource/are-existing-laws-on-child%2C-early-and-forced-marriages-and-unions-working-for-adolescent-girls-and-young-women%3F
https://www.unfpa.org/
https://www.sexualityworkinggroup.org/
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ㅰ㎡

CE)08・セクシ䝳ア䝸テ䜱・䝽ー䜻ン䜾䜾䝹ー䝥�S:G�と81)3$は、S:G䛚よび81)3$と⥭

ᐦに㐃ᦠしながら本ሗ࿌᭩の㉳ⲡを主導した、人権法研究者の.DWKHULQH�.DW�:DWVRQẶの

ᑾ力に῝くឤㅰする。.DWẶの優れた調査能力、明ᛌな文❶力、そしてともに⪃え㆟ㄽを῝め

る䝟ートナーとしての㈉⊩は、本ሗ࿌᭩の㉁と῝みを㧗める上でᴟめて重要であった。

����ᖺにジ䝳䝛ー䝤の国㐃で開ദされた国際会合䛂児童婚に関する法律への人権に基づくア

䝥䝻ー䝏に向けて�7RZDUG�D�+XPDQ�5LJKWV�BDVHG�$SSURDFK�WR�CE)08�/DZV�䛃と、それに

先❧って開ദされた䜸ン䝷インᑓ㛛ᐙ会合は、本ሗ࿌᭩でᥦ♧する㆟ㄽを形づくる上で不可

欠なものであった。これらの㆟ㄽに参加したすべての᪉䚻にឤㅰする�参加者一ぴは$11E;
を参↷�。ᝰしみなくඹ有された経験とὝᐹ、そして⋡┤な㆟ㄽによって、⚾たちの⪃えはさら

に῝まり、本ሗ࿌᭩も㠀ᖖに有意義な形でつくり上䛢られた。

本ሗ࿌᭩の発行を可能にした㈈政的・組織的支援、ならびにS:G䝯ン䝞ーと81)3$䝥䝻䜾䝷

ムᒁジェンダー・人権・ໟᦤ㒊㛛の⫋ဨの᪉䚻が、この䝥䝻セスに㈝やした多大な᫬間とᑾ力
に、ᚰからឤㅰする。

S:Gは、81)3$との強ᅛな䝟ートナーシ䝑䝥にឤㅰするとともに、会合を主ദした81)3$
ジ䝳䝛ー䝤௦⾲஦ົᡤと、現地で支援をᥦ౪したᅜ㐃ேᶒ㧗➼ᘚົᐁ஦ົᡤ䠄㻻㻴㻯㻴㻾䠅に῝

くឤㅰする。81)3$は、本ሗ࿌᭩のస成に䛚けるS:Gとの༠ാと、思春期の女の子の権利

の実現に取り組䜐人権擁護者やアドボケイトのኌを広くᒆけることに㈉⊩したS:Gとの㐃ᦠ

を㧗くホ౯している。

᭱ᚋに⚾たちは、有害な規範に❧ち向かい、持続的な変革を求めて、᪥䚻それ䛮れのコ䝭䝳

䝙テ䜱で䝸スクを㈇いながら活動するⲡの根組織やコ䝭䝳䝙テ䜱に根䛦した組織の⊩㌟、そして

思春期の女の子と䝴ース女性が発᥹する䝸ーダーシ䝑䝥に、῝いᩗ意と⛠㈶の意を⾲する。

本ሗ࿌᭩とこれに関㐃するアドボ䜹シー活動が、多様な⫼ᬒを持つすべての思春期の女の子

と䝴ース女性にとって、よりබ正な世界を築くという⚾たちのඹ㏻の┠標に、前向きな㈉⊩をも

たらすことをᚰから㢪っている。

S:Gへの㐃⤡はLQIR#VH[XDOLW\ZRUNLQJJURXS�RUJ、81)3$への㐃⤡は MOXQD#XQISD�RUJ
である。

mailto:info@sexualityworkinggroup.org
mailto:jluna@unfpa.org
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要⣙

㐣ཤᩘ༑ᖺ間、᪩す䛞る強制された結婚�CE)08�をなくすための世界的な取り組みに䛚い

て、法改正は中ᚰ的なᡓ␎となってきた。国際人権基‽では、��歳を結婚の法定᭱పᖺ㱋

とすることが☜認されて䛚り、この基‽を反映した法律を᥇⏝する国もቑえている。こうした

法改正は、規範面での重要な進展である一᪉、法的な⚗Ṇᥐ⨨だけでは児童婚の発生⋡を

大ᖜにపୗさせるには⮳って䛚らず、状況によっては思春期の女の子に意ᅗしない害をもた

らしていることを♧すエビデンスが⵳✚されている。

本ሗ࿌᭩は、思春期の女の子の権利をಁ進し、児童婚をῶᑡさせるためには、法的基‽の重

要性を認識しつつ、犯罪化やᖺ㱋に基づく⚗Ṇᥐ⨨だけで」㞧な社会現㇟に対応できるとい

う前ᥦを㏥け、法律に対するよりきめ⣽かなア䝥䝻ー䝏が必要であるとㄽじている。児童婚

は、ジェンダーに基づく差別、㈋ᅔ、思春期の女の子のセクシ䝳ア䝸テ䜱を規制する社会規範、

教育やサービスへの限られたアクセス、より広範な␯እの構造など、構造的不ᖹ➼によって

形づくられている。こうした現実を⪃៖しない法的対応は、女の子の䜴ェ䝹ビーイン䜾を改善す

ることなく、᤼㝖をさらに強め、஺際関ಀを㠀බᘧなものや⾲面から見えないものに㏣いやり、

あるいは女の子とそのᐙ᪘をฎ罰の対㇟とする䛚それがある。

本ሗ࿌᭩は、既存の調査とエビデンス、ᑓ㛛ᐙや実ົ者との༠㆟、多様な状況にある思春期

の女の子の実体験を㋃まえ、現行の法的枠組みが実際にどのように機能しているかを᳨ドし

ている。エビデンスからは、⧞り㏉し生じている課題が明らかになっている。児童婚に対応する

法律が、その発生⋡にཬ䜌す 定可能な影響は、多くの場合限定的である。ྠ᫬に、広範ま

たは懲罰的なア䝥䝻ー䝏は、保護をᥦ౪することなく婚ጻ関ಀを↓効としたり、思春期のⱝ者

ྠኈの合意に基づく஺際関ಀを犯罪化したり、制限的な社会規範やジェンダー規範を強化した

りすることによって、思春期の女の子の脆弱性を㧗める可能性がある。状況によっては、犯罪

化によって結婚が㠀බᘧな婚ጻ関ಀへと移行し、女の子が法的保護やサービスを利⏝できな

い状ែに⨨かれることもある。

本ሗ࿌᭩は、国際人権原๎に基づき、法的・政策的対応の෌調ᩚをᥦ᱌している。人権の枠

組みでは、㠀差別、参加、発達しつつある能力、ฮ法の㐺⏝に䛚けるẚ౛原๎、ྖ法への実

㉁的なアクセスが重視される。これらの原๎は、思春期のⱝ者を搾取から保護するとྠ᫬に、

その主体性と発達しつつある自律性を認める法的枠組みを支えるものである。



CEFMU & SEXUALITY WORKING GROUP | vII ����ᖺ�᭶

その基盤に❧ち、本ሗ࿌᭩は、児童婚に関する法律と政策の改革を┠指す政策❧᱌者やアド

ボケイトに向けた指針を♧している。主な᪉向性として、エビデンスに基づき、それ䛮れの状況

に即した法的枠組みを構築すること、多様な形ែの結婚や婚ጻ関ಀに応じて法的対応を区別

すること、ฮ஦制⿢はẚ౛原๎にᚑい対㇟を⤠って㐺⏝すること、法的ᡭ続きに䛚いて思春

期の女の子の参加と意見を中ᚰにᤣえること、思春期のⱝ者ྠኈの合意に基づく性行Ⅽを㠀

犯罪化すること、ྖ法へのアクセスと実効的なᩆ済ᥐ⨨を拡඘すること、そして法改正を、教

育、保健、社会的保護、ジェンダーᖹ➼へのより広範な投資と一体的に進めることがᣲ䛢られ
る。

児童婚をなくすことは、��歳ᮍ‶での結婚を㜵䛠ことだけを意࿡するのではなく、思春期の女

の子が自らの人生について┿の㑅ᢥ⫥を持てるようにすることでもある。思春期の女の子の現

実からษり㞳された法律は、害を㜵䛠のではなく、害を別の形に⨨き᥮える䛚それがある。した

がって、権利に基づくア䝥䝻ー䝏には、思春期のⱝ者を強制や搾取から保護するとྠ᫬に、そ

の主体性を認め、そのኌに⪥をഴけ、結婚や婚ጻ関ಀ௨እの㑅ᢥ⫥を広䛢る法的枠組みが

求められる。教育、保健、社会的保護、ジェンダーᖹ➼を㏻じた構造的変革への継続的な投資

と組み合わせることで、法律は、思春期の女の子が単に結婚を遅らせるだけでなく、尊ཝと自

律性を持ち、自らの人生とᑗ᮶を形づくる自由を持って生きられる⎔境の๰出にᐤ与すること

ができる。
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䛿䛨䜑に

㐣ཤᩘ༑ᖺ間、᪩す䛞る強制された結婚�CE)08�をなくすための取り組みに䛚いて、法改正

が重視されてきた�3DUWQHUV�IRU�/DZ�LQ�'HYHORSPHQW�������。国際人権法䛚よび子どもの権

利に関する法的枠組みでは、౛እなく��歳を結婚の法定᭱పᖺ㱋とすることが一㈏して支持

されて䛚り、この基‽を国ෆ法に反映する国もቑえている。����ᖺึ㢌᫬Ⅼで、��䠂の国が

౛እなく��歳を結婚の᭱పᖺ㱋として定め、��䠂の国が౛እを認めつつ��歳を᭱పᖺ㱋とし

て定めていた�䝴䝛スコ、�����。こうした改革は重要な前進であり、児童婚が思春期の女の子

の権利を౵害するものであるという認識が各国で㧗まり、この問題に対応する意思が強まって

いることを♧している。

しかしྠ᫬に、主ὶとなっている法的ア䝥䝻ー䝏の有効性と影響に␲問を投䛢かける、⭾大な

エビデンスと経験も⵳✚されてきた。法制度・政策改革だけでは児童婚をῶᑡさせられないこ

とが多く、さらにᠱᛕされるのは、ฮ法が関わる場合、こうした法律が、権利౵害を生み出す

構造的状況には䜋と䜣ど対応しないまま、思春期の女の子やそのᐙ᪘を監視、ฎ罰、社会的

᤼㝖の対㇟とすることさえあったことである。現在では、犯罪化が社会変革をಁすことができる

という前ᥦを含め、法律をどのように策定し、実施すべきかについての前ᥦをᢈุ的に᳨ドす

る必要性を♧すのに༑ศな知見が⵳✚されている。

本ሗ࿌᭩は、思春期の女の子の権利とᖹ➼をಁ進し、児童婚をῶᑡさせるためには、法律

の重要性を認識しつつも、法律を唯一の、あるいはそれだけで༑ศな解決策として㐣大ホ౯

することのない、根本的に␗なる、よりきめ⣽かな法的ア䝥䝻ー䝏が必要であるとㄽじる。ま

た、規範を定める上でのẸ法の౯್を明☜に区別して認識するとྠ᫬に、ฮ法を⏬一的な

対応ᡭẁとして⏝いることに㆙㚝を㬆らしている。

この主ᙇを展開するためには、┦஫に関㐃する一㐃の⪃ᐹが必要であり、その一つ䜂とつ

が、現在のア䝥䝻ー䝏の限界と変革の可能性を⌮解する上で不可欠である。本ሗ࿌᭩はま

ず、児童婚そのものの」㞧性を取り上䛢、この問題をどのように定義し、規制するかを形づ

くっているᴫᛕと前ᥦを᳨ドする。ḟに、児童婚に関する法律が究ᴟ的にఱを達成すべきな

のか、そして思春期の女の子の人権を尊重、保護、実現するというほⅬから、⚾たちが彼女た

ちのためにఱを┠指すのかをᥦ♧する。この規範的な指針は、形ᘧ的な基‽の㑂守にとどま
らず、法的・政策的௓入によってఱを┠指すべきかを明☜にする上で不可欠である。その上で

➨�㒊では、どのように機能しているのかについての既存のエビデンスをᢈุ的に᳨ドする。

ල体的には、法律が社会規範やジェンダー規範、制度、不ᖹ➼とどのように┦஫స⏝し、意ᅗ

的または意ᅗせずに、思春期の女の子の生活と権利をどのように形づくっているのかを᳨ウ

する。
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続いて➨�㒊では、多様な状況にある思春期の女の子の経験に基づく஦౛研究を㏻じて、思

春期のⱝ者の結婚や婚ጻ関ಀが生じるさま䛦まな状況をල体的に♧し、法律が思春期の女

の子の生活の中でどのように機能しているのかをさらに明らかにする。➨�㒊では、基本原๎

に❧ち㏉り、☜❧された人権規範に基づいて、現在の法的ア䝥䝻ー䝏をどう෌調ᩚすべきかを

᳨ウする。᭱ᚋに➨�㒊では、それまでの各㒊で♧された知見と原๎をල体化した、法制度改

革に関する�つの指針を♧す。これらを⥲合すると、本ሗ࿌᭩が┠指すのは、法律をᨺᲠする

ことではなく、国際的に認められた人権基‽にἢって、思春期の女の子の権利を実㉁的に保

護し、拡大することのできる、より広範で、よりきめ⣽かな枠組みの中に法律を位⨨づけ┤すこ

とである。

対㇟と調査᪉法

本ሗ࿌᭩は、CE)08とセクシ䝳ア䝸テ䜱に関する䝽ー䜻ン䜾䜾䝹ー䝥�S:G�が����ᖺに策定

したᴫᛕ的枠組みに基づいている。この枠組みは、既存のエビデンスと、�つの␗なる状況に

ある女の子との༠㆟を㋃まえ、児童婚を存続させている根῝いジェンダー化された社会規範の

ᙺ๭を明らかにしている。こうした社会規範は、ᐙ∗㛗制、大人中ᚰ主義�アダ䝹テ䜱䝈ム�、社
会的㝵ᒙ構造に根䛦して䛚り、結婚を含䜐さま䛦まな形で、思春期の女の子のセクシ䝳ア䝸テ䜱

を規制し、統制している。」ᩘの地域からᚓられたエビデンスは、こうした力学が、≉定の文

化、᐀教、地域にᅛ有のものではないことを♧၀している。そのため、S:Gの枠組みでは、児

童婚を㜵Ṇするための取り組みは、⾲面的な䝥䝻䜾䝷ムにとどまらず、その根ᗏにある、思春

期の女の子のセクシ䝳ア䝸テ䜱を規制する社会規範に対応しなければならないとㄽじている。こ

れには、性と生Ṫに関する権利、㌟体の自律性、思春期の女の子の主体性を⫯定する、ジェ

ンダー・ト䝷ンス䝣䜷ー䝬テ䜱䝤・ア䝥䝻ー䝏を支援することも含まれる。

この枠組みに基づき、本ሗ࿌᭩では、S:GとGLUOV�1RW�BULGHVが����ᖺと����ᖺに実施した

広範な文⊩䝺ビ䝳ーを活⏝している。これらの䝺ビ䝳ーは、�つの主要な文᭩のస成につながっ

た。S:Gの䝫ジシ䝵ン䝨ー䝟ー䛂Are existing laws on child, early, and forced marriages and 
unions working for adolescent girls and young women?䛃(CEFMU & Sexuality Working 
Group, 2023)と、Girls Not Bridesの䝸サー䝏・シンセシス䛂The law and child, early, and 
forced marriage and unions: A synthesis of recent evidence on impact and implications䛃
(Girls Not Brides, 2024)である。これら2つの文᭩は、多様な状況にある思春期の女の子に対

して、結婚ᖺ㱋に関する法律䛚よび関㐃法がもたらす影響とその意࿡について、新たに⵳✚さ
れつつあるエビデンスをᴫほしている。さらに、2024ᖺと2025ᖺに発⾲された学⾡文⊩䛚よび

⅊Ⰽ文⊩も、本ሗ࿌᭩でᥦ♧するエビデンスの基盤となっている。これには、ప・中ᡤᚓ国の

思春期のⱝ者に䛚ける᪩期ዷፎとᮃまないዷፎ・出⏘の㌿ᖐのண㜵に関する世界保健機関

䠄㼃㻴㻻䠅の䜺イド䝷インでᥦ♧されたエビデンスも含まれる。

https://www.sexualityworkinggroup.org/resource/girls%E2%80%99-sexuality-and-child%2C-early%2C-and-forced-marriages-and-unions%3A
https://www.sexualityworkinggroup.org/resource/are-existing-laws-on-child%2C-early-and-forced-marriages-and-unions-working-for-adolescent-girls-and-young-women%3F
https://www.sexualityworkinggroup.org/resource/are-existing-laws-on-child%2C-early-and-forced-marriages-and-unions-working-for-adolescent-girls-and-young-women%3F
https://www.sexualityworkinggroup.org/resource/are-existing-laws-on-child%2C-early-and-forced-marriages-and-unions-working-for-adolescent-girls-and-young-women%3F
https://www.zotero.org/google-docs/?edKnQu
https://www.girlsnotbrides.org/learning-resources/resource-centre/impact-law-child-marriage-girls-rights/
https://www.girlsnotbrides.org/learning-resources/resource-centre/impact-law-child-marriage-girls-rights/
https://www.zotero.org/google-docs/?jVhWL5
https://www.zotero.org/google-docs/?jVhWL5
https://www.who.int/publications/i/item/B09322
https://www.who.int/publications/i/item/B09322
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௒ᅇのศᯒには、一㐃のᑓ㛛ᐙとの༠㆟を㏻じてᚓられた知見も┒り㎸まれている。ᕷẸ社
会組織�CS2�、国㐃機関、政府機関から��ྡを超える௦⾲者が、�ᅇの䜸ン䝷イン会合

と、����ᖺ��᭶にジ䝳䝛ー䝤の国㐃で開ദされた�᪥間の対面による国際ᑓ㛛ᐙ会合に参

加した�参加者一ぴは$QQH[を参↷�。これらの会合は、���児童婚をめ䛠るエビデンスと法的

枠組みについて、その実施と意ᅗしない結果を含め、対話と┦஫学習をಁ進すること、���人
権基‽により㐺合し、㜵Ṇ・対応の取り組みを強化し、思春期の女の子の権利と主体性をಁ

進する法制度・政策改革のᥦ᱌をඹྠで策定することを┠的としていた。

᭱ᚋに、本ሗ࿌᭩は、S:G䝯ン䝞ー、その䝟ートナー䝛䝑ト䝽ーク、81)3$が有する㞟合的

なᑓ㛛知識も活⏝して䛚り、結婚の䝸スクにさらされている女の子、現在結婚または婚ጻ関ಀ

にある女の子、そうした関ಀを㞳れた女の子など、多様な状況にある思春期の女の子との㛗
ᖺにわたる関わりを反映している。このように、本ሗ࿌᭩は、S:Gのᴫᛕ的枠組みと、世界各

地で児童婚に取り組䜐研究者、実ົ者、アドボケイトの継続的な༠ാを㏻じて生み出された㞟

合的な知見に基づいている。

⏝ㄒ

䛂᪩す䛞る強制された結婚䛃という⏝ㄒとその㢌ᏐㄒであるCE)08は、㛗ᖺにわたり、国際・国

ෆの୧䝺䝧䝹で広く౑⏝されてきた。この」合的な⾲現は、子どもと思春期のⱝ者に影響をཬ

䜌す多様な形ែの結婚と、それらがもたらしᚓる有害な側面をᤊえるとともに、こうした័行を

なくすための取り組みに対する政἞的・社会的支持を広䛢るඹ㏻の⏝ㄒをᥦ౪することを意ᅗ

したものである。一᪉で、児童婚、᪩期婚、強制婚、子ども᫬௦や思春期に䛚ける㠀බᘧな婚

ጻ関ಀという、それ䛮れ␗なる経験を一つの䜹テ䝂䝸ーにまとめることには、子どもと思春期の

ⱝ者の生活の多様な現実を㐣度に単⣧化し、その㐪いを見えにくくしてしまう䛚それがある。᭱
㏆の䝺ビ䝳ーでは、実際には、」合ㄒであるCE)08が、ᴫᛕ上も文❶上も、より狭いᴫᛕであ

る䛂児童婚䛃にまとめられることが多く�.RVNL�HW�DO��������、この⏝ㄒが本᮶意ᅗしていたໟᦤ

性がᦆなわれていることが明らかになった。本ሗ࿌᭩では、子ども᫬௦と思春期に経験される
多様な形ែの結婚や婚ጻ関ಀを広く指す場合にCE)08という␎ㄒを౑⏝する。より正☜な⾲

現が必要な場合には、この」合ㄒを意ᅗ的に構成要⣲にศけ、よりල体的な⏝ㄒを౑⏝す

る。このように区別することで、ᖺ㱋ᒙや状況に応じて、法的保護、䝥䝻䜾䝷ム、 定をより㐺ษ

に調ᩚすることが可能となる。
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➨ʤ㒊

ᴫᛕと前ᥦの᳨ド

児童婚は、法律だけでは༑ศにᤊえることのできない、はるかに」㞧な現実によって形づくら

れている。法改正が、権利と保護をめ䛠るより広範なエコシステムの一要⣲ではなく、単⊂の

解決策として位⨨づけられると、思春期の女の子の生活や、結婚、婚ጻ関ಀ、出⏘に⮳る多

様な道筋を形づくる、構造的、社会的、人間関ಀ上の状況が見えにくくなる。さま䛦まな状況か

らᚓられたエビデンスは、法的⚗Ṇᥐ⨨への㐣度な依存が、国ᐙによる関与のᚋ㏥をᣍく可
能性さえあることを♧၀している。౛えば䝯䜻シコでは、ᕷẸ社会組織�CS2�が、児童婚が法

的に⚗Ṇされたことで、䛂法律が問題を解決した䛃という⪃えが広まり、政府によるண㜵的支援
やコ䝭䝳䝙テ䜱に根䛦した支援が⦰ᑠされる䛚それがあると㆙࿌している�GLUOV�1RW�BULGHV��
�����。さらに、➨�㒊で♧すように、法的枠組みが意ᅗしない害を生み、不ᖹ➼を強化し、ま

さに保護するとしている権利そのものを制⣙する可能性があることを♧すエビデンスがቑえて

いる。ゝい᥮えれば、法的対応の問題Ⅼは、実施のኻᩋというよりも、児童婚そのものやその

根本原因に対応する法律の能力が限られていることにある。したがって、法律䛚よび法的対

応に⨨かれてきた前ᥦと優先的な位⨨づけを᳨ドする必要がある。

子ども᫬௦や思春期について⚾たちがどのようにᤊえるかは、保護を┠的とする法律をどの

ようにタィするかに大きな影響をཬ䜌す。大多ᩘの法制度がᬺᖺ㱋によって子ども᫬௦を定

義している一᪉で、コ䝭䝳䝙テ䜱では、㈐௵、思春期の㌟体的成⇍、結婚するのに䜅さわしいと

される状ែ、社会への㈉⊩など、その状況に大きくᕥྑされる指標によって成人とみなされる

ことが多い。一᪉、国際人権法は、思春期を䛂子ども䛃という広い䜹テ䝂䝸ーにໟ含して䛚り、そ

のことによって、発達しつつある能力の原๎と、そこから生じる、思春期のⱝ者の自律性を支

え、⌮ㄽと実践の୧面で彼らの実体験を認識するという国ᐙやその௚の関ಀ者の義ົが見

えにくくなっている。これを児童婚にᙜてはめると、ᖺ㱋に基づく規๎は行政上はより⡆౽であ

るものの、㈋ᅔ、ジェンダー不ᖹ➼、᤼㝖、社会的ᅽ力、強制が、思春期のⱝ者の㑅ᢥや、彼

らが行౑しᚓる限定的な主体性をどのように形づくっているのかを見えにくくする。
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主体性とྠ意に関する㆟ㄽにも、ྠ様の⥭ᙇ関ಀが存在する。思春期のⱝ者は、自㌟の権利

の行౑のために必要なス䜻䝹や⌮解をᚎ䚻に習ᚓしていくにつれ、思春期のⱝ者の能力と主

体性は、᫬間とともに発達していく。彼らは、ᐙ᪘や社会からの期ᚅや経済的ᅽ力、移ఫや㑊

㞴、暴力、不安定な状況、といった制限の⥙の┠の中で、意思決定を行わなければならない。
子どもの権利条⣙�C5C�は➨�条で発達しつつある能力というᴫᛕを導入して䛚り、指導や、主

体性を発᥹できる⎔境を㏻して思春期のⱝ者が主体性をẁ㝵的に発᥹できるよう支援されるこ

とで、意思決定能力が᫬間とともに発達することを認めている。だが法律では、≉定の㡿域で

は彼らのྠ意能力を認めるが、௚の㡿域ではそれをྰ定する場合が多い。法定ᖺ㱋基‽の不

一⮴は、子ども᫬௦、ジェンダーやセクシ䝳ア䝸テ䜱、道ᚨに関する根῝い規範的前ᥦを㟢࿊し

ている。そうした⥭ᙇ関ಀは、結婚、性行Ⅽ、医療サービスの利⏝に関するྠ意の法定᭱పᖺ
㱋に関する▩┪した規制の施行につながりᚓる�81)3$と䝴䝙セ䝣�������。

そうした前ᥦの多くで、セクシ䝳ア䝸テ䜱が中ᚰ的な位⨨を༨めている。さま䛦まな状況に䛚い

て、根強いᐙ∗㛗制的規範が、思春期の女の子のセクシ䝳ア䝸テ䜱に対する恐れと統制をຓ㛗

し、⣧₩、ᐙ᪘のྡ㄃、安全を女の子の行動と結びつけている。こうした力学は多様な地域で

☜認されて䛚り、≉定の文化、᐀教、地域に㉳因するものではない。こうした⪃え᪉は、බの㆟

ㄽと⚾的な意思決定の཮᪉を形づくり、結婚を、自由に㑅ᢥされた䝟ートナーシ䝑䝥ではなく、
䝸スクやホุを⟶⌮するための௙組みへと変えている。ぶᐦな䝟ートナーからの暴力�,3V�の
㧗い発生⋡、婚ጻ関ಀに䛚ける強ጮが法律上認められていないこと、䛂強ጮした┦ᡭと結婚す

ればච㈐される䛃法的規定は、法的枠組みが、思春期の女の子に対する統制を解体するので

はなく、䜐し䜝強化するために利⏝されᚓることを♧している。これは≉に、結婚᭱పᖺ㱋に関

する法律と、制限的な性的ྠ意に関する法律が஺差する場合に㢧ⴭである。

結婚自体が、単なるಶ人の㑅ᢥということは⛥である。結婚は、ジェンダー不ᖹ➼、経済的安

定、社会的ᢎ認、地位、移動可能性と῝く⤡み合った社会制度である。結婚はᖐᒓឤや安定

ឤをもたらしᚓるが、それをᬯ㯲のうちに、あるいは明♧的に強制されることもある。᫬には、

思春期の女の子が、あるᖺ㱋までに結婚して子どもを⏘䜐よう、ᴟ度の社会的ᅽ力をཷけるこ

ともある。期ᚅに留まらず、子ども、≉にᜥ子を⏘䜐ことは、彼女たちの社会的地位の指標とし

て機能する場合もある。また、国際的なබ⣙に反し、ᮍ婚の思春期の女の子が保健・社会サー

ビスから஦実上᤼㝖されている状況もあり、そうした᤼㝖がᮃまないዷፎにつながった場合、

結婚に⮳ることもある。そのため、児童婚を⌮解するには、女の子が結婚する⌮由だけでなく、

結婚が彼女たちのコ䝭䝳䝙テ䜱で意࿡するものや、法律が᭱⤊的にㄡの利┈のために機能して

いるのかを問う必要がある。

᭱ᚋに、法律は中❧的なᡭẁではない。法律は権力を反映し、規範を♧し、ㄡの人生が法的

ศ㢮に↓⌮なくᙜてはまるのかを決定づけるものである。成文法、័習法、᐀教法がඹ存する

多ඖ的な法制度ୗで、その法律をタィするための༠㆟䝥䝻セスに、思春期の女の子が実㉁的

に関与することは䜋と䜣どない。௦わりに、▩┪する規๎や期ᚅの中をうまくษりᢤけなければ

いけない。搾取、強制、⹢ᚅへの対応に䛚いてฮ法が果たす正ᙜなᙺ๭を認めつつも、対応

は必要かつẚ౛的なものであり、意ᅗしない害をᅇ㑊するようタィされなければならない。
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だがฮ法は、あまりにも㢖⦾に、保護からฎ罰へとᛴ㏿に㌿じ、思春期のⱝ者の実体験を䜋
と䜣ど反映していない懲罰的な枠組みによって、セクシ䝳ア䝸テ䜱、自律性、㈐௵を定義しᚓ
る。

そうした力学の⌮解は、思春期の女の子の権利の向上と、CE)08㜵Ṇを実現しᚓる法律・政

策の策定・実施のために必須である。そうした⌮解を欠けば、法改正は㇟ᚩ的には強力であっ

ても、実際には効果がない、あるいはさらにᝏいことに、有害となる䛚それがある。
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➨ʥ㒊

思春期の女の子のための┠標

本ሗ࿌᭩స成にྠ意・༠力した⚾たち各組織は、思春期の女の子の生活について、尊ཝ、ᖹ

➼、㑅ᢥ、参加、㠀差別という人権の᰾ᚰ的原๎に根䛦した、広範な┠標をඹ有している。⚾

たち各組織は多様な状況やᑓ㛛ศ㔝にᒓしているが、根本的なᕼᮃに‶ちた㢪いをඹ有して

いる。あら䜖る多様な女の子が、その人間性を全面的に認められ、発達しつつある能力が支え

られる⎔境の中で、成㛗し、㑅ᢥを行い、自らの可能性を༑ศに発᥹できるようにすべきであ
る。

ඹ㏻基盤となる基本的㡿域の�つは、危害からの解ᨺである。⚾たちは、思春期の女の子が、

暴力、差別、㈋ᅔ、人生の᭱も᪩いẁ㝵から彼女たちの機会を制限する◳┤したジェンダー規

範から解ᨺされるべきである、とッえる。㏻㐣൤♩、ケア㈇ᢸ、結婚へのᅽ力といった、女の子

に向けられる期ᚅは、思春期がጞまる前から彼女たちのᑗ᮶の可能性を狭めている。そうした

័行が、≉定の文化、᐀教、ఏ統によるものではなく、ジェンダー不ᖹ➼に㉳因していることの

認識は、重要である。そうした័行は、≉定の文化、᐀教、ఏ統によるものではなく、ジェン

ダー不ᖹ➼に㉳因していることを認識することが重要である。

⚾たちは、思春期の女の子が機会を㏣求し、自㌟の権利を行౑する自由についても、⚾たち

はྠ様に強い㢪いをᢪいている。⚾たちは、女の子がໟᣓ的性教育�CSE�、㉁の㧗い学ᰯ教

育、保健医療、社会的保護、経済的機会、安全なఫᒃ、ᰤ㣴౯の㧗い㣗஦、テク䝜䝻ジーをா

ཷできる世界を┠指している。これらのサービスへのアクセスの中ᚰとなるのは、思春期の女

の子の㌟体の自律性・ྠ意・幸福の尊重である。⚾たちは、思春期の女の子が自由かつ安全

に移動し、཭人関ಀを築き、஺際するかどうか、いつ、ㄡと஺際するかを含め、自㌟の関ಀ性

について決定できるようになることをᮃ䜣でいる。子ども᫬௦から思春期までの、女の子の人

生の各ẁ㝵が、ග、可能性、႐びに‶ちたものとなることをᮃ䜣でいる。

主体性と参加はᴟめて重要である。思春期の女の子は、ཷ動的なཷ┈者としてᢅわれるので

はなく、ᖹ➼な権利の主体として、変化を生み出す✚ᴟ的なᢸいᡭでなければならない。すな

わち、発ゝ権を持ち、そのኌを⫈かれ、意思決定に影響を与えることができなければならな

い。それには、子どもと思春期のⱝ者を中ᚰにᤣえた䜺䝞ナンス、コ䝭䝳䝙テ䜱や政策㐣⛬へ

の有意義な参加、女の子による㞟ᅋ的な組織化と䝸ーダーシ䝑䝥、≉に䝣ェ䝭䝙スト㐠動や

䝴ース㐠動に䛚けるそれらの認識が含まれる。また、彼女たちに影響を与える法律・政策の

策定に対する、彼女たちの視Ⅼが有意義な形で反映されることを☜保することがᴟめて重要

である。



CEFMU & SEXUALITY WORKING GROUP | 8 ����ᖺ�᭶

⚾たちは、思春期の女の子のᐙ᪘、コ䝭䝳䝙テ䜱、学ᰯ、⫋場、ྖ法制度が、彼女たちの権利

を制限するのではなく、支援すべきだと⪃えている。セクシ䝳ア䝸テ䜱、ジェンダーに基づく暴力
�GBV�、健康、教育などの問題をಶ別の問題としてษり㞳している社会的、法的、制度的䛂㞀

ቨ䛃の変革が求められる。女の子は、䛂単一の問題䛃をᢪえる生活を㏦ってはいない。⚾たちの

┠標は、┦஫に㐃ᦠし、ᰂ㌾に対応できる体制が彼女たちにໟᣓ的な支援をᥦ౪し、⏨性と

⏨の子、᐀教的指導者やఏ統的指導者、コ䝭䝳䝙テ䜱のアク䝍ーが、ジェンダーᖹ➼と人権の

推進に向けた༠力者として関与する世界の๰出である。

上記に♧したものは、⚾たちが女の子のために㞟ᅋとしてᮃ䜣でいることを㩭明に♧してい

る。すなわち、危害からの保護と、自㌟の人生を形づくる力と自律性、生きᘏびるだけでなく自

らの可能性を༑ศに発᥹すること、形ᘧ的なໟᦤではなく有意義な参加、䝸スクのみに狭く↔

Ⅼをᙜてるのではなく、彼女たちの権利、ᮃみ、アイデンテ䜱テ䜱、可能性を༑ศに認識するこ

と、そして、強制、搾取、危害からの保護を☜保するため保護ᥐ⨨である。このඹ有された┠標

は、思春期の女の子の生活実ែと、彼女たちを支援するあら䜖る取り組みの指針となるべき人

権原๎を中᰾にᤣえた、児童婚に関する法律、政策の策定の基盤となる枠組みをᥦ౪する。
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➨ʦ㒊

既存のエビデンス

法的保護は、子どもと思春期のⱝ者を保護する上で不可欠な要⣲である。しかしエビデンス

から、児童婚に対応する法律が、さま䛦まな状況に䛚ける多様な生活実ែに基づく、きめ⣽か

な枠組みではなく、」㞧で多様な័行や経験に対する広範で⏬一的な対応策としてタィされ

た場合、意ᅗした┠的を達成できないことが多いことが♧されている。既存の文⊩は、多様な

状況に䛚いて、法律の保護┠的をᦆなうだけでなく、≉に結婚、婚ጻ関ಀ、ぶᐦな関ಀの中

にいる思春期ᚋ期のⱝ者に新たな䝸スクをもたらす、⧞り㏉し見られる問題Ⅼを指᦬してい
る。本セクシ䝵ンでは、S:G、GLUOV�1RW�BULGHV、81)3$、その௚の᭱㏆の調査を要⣙し、児

童婚に対応する法律や政策、䛚よび関㐃する性的ྠ意に関する法律がཬ䜌す影響に関す
る、エビデンスからᚓられた主要な知見を♧す。

児童婚をῶᑡさせる上での法律の効果は限定的
である

児童婚に関する法律がその発生⋡に与える影響についてのཝᐦなエビデンスは依然として

限られて䛚り、᪉法ㄽ的にも弱いため、法改正だけで効果がᚓられるという明☜なコンセン

サスはᚓられていない。既存の文⊩の大㒊ศはᶓ᩿的デー䝍に基づいているため、因果関ಀ
の主ᙇはᅔ㞴であり、結婚᭱పᖺ㱋に関する法律と児童婚の発生⋡పୗとの関㐃性を♧၀
する調査に関しては、᫬⣔ิデー䝍や法ᇳ行に関するศᯒがない中で、法律の影響を㐣大ホ
౯しているとᢈุされてきた�SYDQHP\UとCKDQGUD�0RXOL�������。⦪᩿的調査や‽実験的調
査でもྠ様に、ᢚṆ効果は限定的であることが♧されている。さま䛦まな状況に䛚いて全体的
に、法改正が全体的な発生⋡をపୗさせることは♧されていないが、≉定の状況ୗでは、法
改正が結婚の᫬期や形ែを変化させる可能性はある�$UWKXU��������BDW\UDと3HVDQGR��
������CROOLQと7DOERW�������。エ䝏䜸䝢アのデー䝍やいくつかの国際ẚ㍑ศᯒ結果は、法改正
前に思春期前期のⱝ者の間で᪩期の結婚が一⯡的だったいくつかの地域で、法改正がᖹᆒ
結婚ᖺ㱋の上᪼にᐤ与したことを♧しているが、ジェンダーや結婚に関する規範が根強いコ
䝭䝳䝙テ䜱での影響は限定的であることが♧された�0FGDYRFN��������:LOVRQ��
�����。81)3$からጤクされたシステ䝬テ䜱䝑ク䝺ビ䝳ーの結果は、児童婚に対する国ෆ法は
重要だが、その័行の᧞⁛には不༑ศでありᚓ、根本原因と法的側面の཮᪉に取り組䜐、よ
り広範なᡓ␎が必須であることを♧している�81)3$と3RSXODWLRQ�CRXQFLO�������。
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エビデンスは全体として、法改正は結婚の䝟䝍ーンに影響を与えᚓることが♧၀しているが、

状況に応じた⿵᏶的な௓入策なしでは、児童婚の発生⋡をపୗさせる上では限定的なᙺ๭

しか果たしていないことを♧၀している。

児童婚に関する法律を反映した⏬一的な対応は、
女の子の脆弱性を㧗める

CEFMUに対応する多くの法的枠組みは、18歳ᮍ‶のあら䜖る結婚が本㉁的に合意に基づ

かず、➼しく有害なものであるという前ᥦに基づいている。それは保護を┠的としているとはい

え、こうしたᤊえ᪉は、結婚や婚ጻ関ಀ、≉に思春期ᚋ期に䛚けるそれらを形づくる」㞧な現

実を㐣度に単⣧化している。結婚の決定は、㈋ᅔ、䜹ースト、Ẹ᪘、᐀教、暴力への᭚㟢、セク

シ䝳ア䝸テ䜱やジェンダーに関する規範、⣮தやẼೃ関㐃のシ䝵䝑クによる㑊㞴など、ಶ人やᐙ

᪘の制ᚚ可能範ᅖእの、஺差する構造的要因の影響をཷけることが多い。そうした制⣙ୗで

も、⏬一的な法的前ᥦでは認識されていないさま䛦まな⛬度の主体性を、思春期のⱝ者は発

᥹しᚓる。エ䝏䜸䝢アのデー䝍は、その多様性を明♧している。思春期ึ期での結婚は、ぶな

どによって取り決められた結婚で、ᮃまれないものであり、強制的な性行Ⅽや,3Vと関㐃して

いる可能性が㧗いのに対し、思春期ᚋ༙での結婚は、཮᪉がᮃ䜣だものである場合が多く、

㓄അ者間のᖺ㱋差がᑠさく、意思␯㏻や意思決定がより多く行われ、,3Vの発生⋡もపいとい

う≉ᚩを♧した�EUXONDU�� �����。このような結婚であっても⌮᝿的ではないが、それは多様な

社会的文脈で㉳きて䛚り、」ᩘの要因によって生じている。஦実、��歳ᮍ‶の自主的な結婚

は、」ᩘの地域でቑ加ഴ向にある。⏬一的な⚗Ṇᥐ⨨は、状況、主体性、ྠ意、根本的な要

因に関して重要な㐪いがあるにもかかわらず、自主的な結婚を強制結婚とྠ➼にᢅう危㝤性

をᏎ䜣でいる。

そうした⏬一的な法的前ᥦは、法定᭱పᖺ㱋ᮍ‶で結ばれた婚ጻ関ಀを自動的に䛂ᙜึから
↓効�DE�LQLWLR�䛃とする規定により、一ᒙ強化されている。実際には、これは、多くの思春期の

女の子が、法的にᢎ認されないまま結婚や婚ጻ関ಀにとどまり続けることになり、彼女たちに

重大な影響をཬ䜌す可能性がある。既存のエビデンスは、婚ጻの↓効化によって、既婚の思

春期の女の子がᢇ㣴をཷける権利、子どものぶ権、┦続権、⹢ᚅからの法的保護をኻう場合

があり、また、㠀Ꭰ出であることに重大な社会的・法的䝨ナ䝹テ䜱がకう状況では、そうした婚

ጻ関ಀから生まれた子どもが法的にᢎ認されないままになる場合があることを♧している
�0HOQLNDV�HW�DO���������3DUWQHUV�IRU�/DZ�LQ�'HYHORSPHQW�������。実ᐙでの暴力や不安定

な状況からの㑊㞴ᡭẁとして結婚した思春期の女の子にとって、婚ጻ関ಀの自動的な↓効化

は、彼女たちに支援のないまま危㝤な⎔境へᡠることを強いる可能性があり、一᪉で、国ᐙの

保護ୗに⨨かれたり、ᑡᖺྖ法制度の対㇟となったりする場合もある。
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こうした力学は、⏬一的な児童婚に関する法律が、ಶ䚻の状況を⪃៖せず、ྠ意、主体性、

脆弱性に関わる重要な要⣲を↓視することによって、保護をᦆない、本᮶保護することを┠的

としている思春期のⱝ者が┤面する䝸スクを一ᒙ῝้化させᚓることを♧している。

結婚の犯罪化は、行ⅭをỈ面ୗに㏣いやり、思春
期の女の子を見えにくくする

児童婚への対応として法的ᢚṆ力を強化する取り組みは、一定のᖺ㱋ᮍ‶に䛚ける結婚関㐃

行Ⅽの犯罪化に重Ⅼが⨨かれることが多かった。だが既存のエビデンスは、それらの取り組み

は女の子の状況を改善するのではなく、結婚のあり᪉を別の形へと変化させ、思春期のⱝ者

の間の結婚形ែの、正ᘧな結婚から㠀බᘧな婚ጻ関ಀや合意に基づく婚ጻ関ಀへの移行に

つながっていることを♧၀している。多くの状況、≉に䝷テンア䝯䝸䜹・䜹䝸䝤ᾏ地域で、そのよう

な法的重Ⅼ化により、そうした婚ጻ関ಀにいる思春期の女の子は、国ᐙからますます見えにく

い存在となっている。彼女たちは必ずしもฎ罰されはしないが、認定、䝰䝙䝍䝸ン䜾、支援の制

度から᤼㝖され、彼女たちの教育、保健医療、ジェンダーに基づく暴力�GBV�への対応サービ

ス、法的保護へのアクセスが重大な影響をཷけていることが多い�$OOHJDUとGUHHQH��������
GUHHQH��������/D�2UJDQL]DFLyQ�GH�ORV�EVWDGRV�$PHULFDQRV��������7D\ORU HW�DO��������。
䝯䜻シコで����ᖺ施行された児童婚⚗Ṇᥐ⨨に関するBHOOpV�2EUHURと/RPEDUGLの調査は、

こうした力学をዴ実に♧している。結婚の᭱పᖺ㱋の��歳へのᘬき上䛢により、��歳、��歳の

女の子の正ᘧな結婚件ᩘはᛴ⃭にῶᑡしたが、ᑵ学状況、᪩期のẕぶになること、子どもの

健康状ែに関する有意な改善は、みられなかった。その௦わりに、多くの䜹䝑䝥䝹が㠀බᘧな

婚ጻ関ಀへと移行したため、法改正の広範な影響は限定的であった�BHOOpV�2EUHURと
/RPEDUGL�������。

制限的な規範を強制するᡭẁとしてのฮ法の利⏝

いくつかの状況では、合意に基づく結婚や婚ጻ関ಀを認めないぶやその௚の大人が、≉にそ

れらが支㓄的な社会規範やジェンダー規範、䜹ーストの境界、័習法に反する場合、児童婚

に関する法律を✚ᴟ的にṊჾとして利⏝している。その法律は、保護機能を果たすのではな

く、思春期のⱝ者が教育や㞠⏝➼の௚の機会を㏻して教育や㞠⏝など、௚の機会を㏻じて自

㌟の人生をษり開く機会が䜋と䜣どない状況で、そうした関ಀを法的に解ᾘし、思春期のⱝ者

の㑅ᢥに対する大人の支㓄を෌び強めることのために利⏝されているのだ。インドの஦౛は、

ぶが、ᙜ஦者自㌟が決めた結婚へのሗ᚟としてฮ஦ッ㏣を求め、その対㇟が、多くの場合、

自㌟もⱝく、㈋しく、その௚の面でも␯እされている思春期の女の子のኵであり、その結果、ፉ

の自律性がᦆなわれている実ែを♧している。それは、㐺ษに調ᩚされていない法的枠組み

が、いかに権利を保護するのではなく、不正義を一ᒙ῝้化させᚓることを♧している

�3DUWQHUV�IRU�/DZ�LQ�'HYHORSPHQW�������������。
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思春期のⱝ者ྠኈの合意に基づく性行Ⅽの犯罪化
が、結婚や婚ጻ関ಀの形成をಁす

多くの法制度が、思春期のⱝ者ྠኈの合意に基づく性行Ⅽを犯罪として䛚り、健全でᖺ㱋に䜅

さわしい性的関ಀと⹢ᚅや搾取との区別を、䜋と䜣ど、あるいは全く行っていない。実際には、

そうした法律が、思春期のⱝ者の関ಀを正ᙜ化するᡭẁとして、結婚や㠀බᘧな婚ጻ関ಀを

ಁすことが多い。䝛䝟ー䝹での஦౛はこうした力学を♧している。ྠ国では結婚の法定᭱పᖺ

㱋が��歳にタ定され、��歳ᮍ‶の女の子との性的関ಀが犯罪とされて䛚り、調査結果は、思

春期のⱝ者による自主的な結婚や㥑けⴠちのቑ加に⮳った。。ステ䜱䜾䝬、保護者に知られる

こと、法的なฎ罰をཷける䝸スクに┤面した䜹䝑䝥䝹は、᜝や強制的な別㞳を㑊けるために、᪩

期の結婚や㠀බᘧな婚ጻ関ಀを㑅䜆場合があり、それは、思春期のⱝ者のセクシ䝳ア䝸テ䜱の

ཝ᱁な犯罪化が、思春期での結婚を㜵Ṇせずに、䜐し䜝ຓ㛗しᚓることを♧၀している
�3DQGH\とSKUHVWKD�������。

ྠ᫬に、合意に基づく性的関ಀの犯罪化や、性と生Ṫに関する健康�S5+�サービスへのアクセ

スに対するᖺ㱋制限は、思春期のⱝ者がケアを求めることをጉ䛢る、恐ᛧとỿ㯲の⎔境を生

み出している。ᖺ㱋のみに基づく、㑊ዷ、ໟᣓ的な中⤯ケア、ໟᣓ的性教育�CSE�、その௚の

ண㜵サービスへのアクセスを制限する法律は、サービスᥦ౪者の೫見や法的㈐௵へのᠱᛕに

より状況を一ᒙᝏ化させることが多く、思春期のⱝ者の健康と㌟体の自律性に関する権利をᦆ
ない、ᮃまないዷፎの可能性を㧗める。ᮃまないዷፎ自体が、思春期での結婚�婚ጻ関ಀ形成

の主要な要因となっている。こうした影響は、ステ䜱䜾䝬が≉に強い状況や、関ಀそのものが犯

罪とされᚓる/GB74�の思春期のⱝ者の間で、≉に㢧ⴭである。アジア、ア䝣䝸䜹、中ኸア䝯䝸

䜹、䝶ー䝻䝑䝟からの多くのエビデンスは、性的ྠ意ᖺ㱋や結婚に関する法律が、思春期のⱝ

者がฎ罰を恐れることや、サービスᥦ౪者がケアのᥦ౪をᣄྰすることによって、思春期のⱝ
者のS5+サービスへのアクセスをたびたびጉ䛢、結果として、児童婚に関する法律が㜵Ṇしよ

うとしている状況そのものを෌生⏘していることを♧している�CRUDP�CKLOGUHQ¶V�/HJDO�CHQWHU��
������<DUURZ�HW�DO���������。

1� ,33)とCRUDP�CKLOGUHQ¶V�/HJDO�CHQWHUがస成した、セ䝛䜺䝹、エ䝹サ䝹䝞ド䝹、イ䜼䝸ス、䝣䜱䝸䝢ン、インド、
䝛䝟ー䝹、ス䝸䝷ン䜹、䝬䝺ーシア、インド䝛シアの各国別ሗ࿌᭩は、䛤要ᮃに応じてᥦ౪可能である。
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➨ʧ㒊

結婚、婚ጻ関ಀ、思春期の女の子の
現実

本セクシ䝵ンでは、S:G䝯ン䝞ーと81)3$が、思春期の女の子とそのコ䝭䝳䝙テ䜱との取り組

みを㏻して⧞り㏉しほᐹしてきたഴ向を反映した、一㐃の஦౛を⤂௓する。それらの≀ㄒは、

国際会合や関㐃する༠㆟の場でඹ有された実体験、䝥䝻䜾䝷ムのエビデンス、文脈に関する

知見に基づくが、༏ྡ性を保護するため、Ặྡや国に関するヲ⣽は๐㝖されている。それら

は、法律が思春期の女の子やそのᐙ᪘の現実とどのように஺差しているかを、ල体的に♧

す。それらの≀ㄒを⥲合すると、児童婚が思春期の女の子の生活を多様な形でどのように形

成しているか、また、法律が実際にどのように経験されているかが明らかになる。法律は、᫬

には保護のᡭẁとして、᫬には害をもたらすものとして、そして多くの場合には、社会規範や

ジェンダー規範、コ䝭䝳䝙テ䜱の័習の㝜に㞃れ、᪥ᖖ生活からは㐲い存在として経験されて

いる。

ᮾア䝣䝸䜹ʭ 成文法と័習法が஺差する場合

��歳の女の子SHODPは、彼女の国ではᐙ᪘法で結婚の᭱పᖺ㱋が��歳と定められているに

もかかわらず、彼女がᬽらす㎰ᮧ㒊では依然としてఏ統的័行となっている、結婚┠的のㄏᣂ

の⿕害者となった。彼女のᐙ᪘やコ䝭䝳䝙テ䜱のᖺ㛗者は、国ᐙᙜᒁは㎰ᮧ㒊には௓入しない
だ䜝うと᝿定し、䛂結婚の࿴解䛃を஺΅した。学ᰯと㐃ᦠする1G2が彼女の஦౛を≉定してから

やっと、地ඖᙜᒁが関与するようになった。その結果、結婚は取りᾘされ、加害者は㉳ッされ
た。だが、SHODPのᐙ᪘は、᭱⤊的に成文法にᚑうことにྠ意したことで、コ䝭䝳䝙テ䜱からの反

発に㐼うこととなった。

本஦౛は、බᘧのྖ法制度と㠀බᘧな法制度の間の⾪✺を♧している。結婚前は、社会規
範が成文法を上ᅇる影響力を持っていたが、結婚ᚋは、1G2がコ䝭䝳䝙テ䜱とྖ法制度の間

をつないでึめて、国ᐙの௓入が効果を発᥹した。SHODPのᐙ᪘が㈇わされた社会的௦ൾ

は、結びつきの強いコ䝭䝳䝙テ䜱で、法のᇳ行がᣍきᚓる反発を明♧している。全体的に、本

஦౛は、有害なジェンダー化された社会規範の変革、法制度間のᩚ合性、ᐙ᪘やコ䝭䝳䝙

テ䜱の意思決定を形成する社会的現実を認識しつつ、思春期の女の子の権利を擁護するコ

䝭䝳䝙テ䜱に根䛦した保護の௙組みへの持続的な投資など、状況に即した関与の必要性をッ

えている。
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༡アジアʭ 犯罪化が社会的規範を強化する場合

大㒔ᕷ㑹እの移㌿先でᬽらす��歳の女の子3UL\Dは、ᐙ᪘の㑊㞴と現地の学ᰯ教育の㉁の

పさと安全上の問題のために、中➼教育を中㏵㏥学した。彼女の保護者は᪥㞠いປാ者とし

て㛗᫬間ປാしていたため、3UL\Dは自Ꮿに残り、⑓Ẽの♽ẕの世話をし、ᐙ஦をᢸってい

た。3UL\Dの保護者は、彼女の安全とᐙ᪘のྡ㄃をᠱᛕし、彼女の移動と社会的஺ὶを制限

し、彼女をᏙ❧させた。その状況ୗで、3UL\Dは㏆ᡤで໅ົしていた��歳の出✌䛞ປാ者の

.XPDUとᜊឡ関ಀを築き、彼から一⥴に㐣䛤す᫬間と⢭⚄的な支えをᚓていた。㏆ᡤの人び

とが3UL\Dの∗ぶに�人の関ಀを知らせると、彼女はẀられ、እ出を⚗じられ、ᛴいでᖺ上の⏨

性との結婚を取り決められた。恐ᛧに㥑られた彼女は.XPDUのඖへ㏨䛢㎸み、彼は彼女を彼

のᮧへ㐃れて行った。.XPDUの୧ぶは、�人の結婚を条件に彼女を༏うことにྠ意した。3UL\D
のᐙ᪘がపい䜹ーストの፵を決してཷけ入れないことを知りながら、�人は䜂っそりと結婚し

た。3UL\Dの保護者からの㏻ሗをཷけ、㆙ᐹは�人の行᪉を✺きṆめた。.XPDUと彼の保護者

は児童婚に関する法律に基づき㉳ッされ、彼は加えて加重児童性的暴行罪でも㉳ッされ、᭱
ప��ᖺの懲ᙺฮに┤面することとなった。実ᐙへのᖐ㑏をᣄྰした3UL\Dは、බ的な保護施タ

に཰ᐜされた。

本஦౛は、ぶが、自㌟が認めない子ども自㌟の意思による結婚に反対するために、≉に␯እ

されたコ䝭䝳䝙テ䜱で、児童婚や性犯罪に関する法律を㢖⦾に利⏝する実ែを♧してい
る。3UL\Dの国でሗ࿌されている児童婚஦౛の�ศの�㏆くは、ぶによってッ㏣された、子ども自

㌟の意思による婚ጻ関ಀに関するものだが、強制された児童婚や、ぶなどによって取り決めら

れた児童婚がッ㏣されることは⛥で、そうした取り決めに᢬ᢠする思春期の女の子が、㆙ᐹ

や法的支援をཷけられないことが多い。その௦わり、重なり合う法的枠組みが懲罰的に機能し

ている。児童婚法は、法定結婚ᖺ㱋ᮍ‶の者の結婚をᡭຓけした大人を犯罪者とみなす一

᪉、その結婚自体は法的に有効なものとしてᢅわれ、性犯罪法はྠ意ᖺ㱋を��歳と定め、��
歳ᮍ‶の者が関与するあら䜖る性行Ⅽを合意に基づくもので、搾取をకわない場合であって

も、重大な犯罪としての⹢ᚅとしてศ㢮している。3UL\Dと.XPDUの஦౛のように、その結果、思

春期の女の子のኵとそのᐙ᪘は犯罪者としてᢅわれ、㛗期の懲ᙺฮを含䜐ཝしいฮ罰が⛉さ

れる一᪉、女の子自㌟は施タでの保護ୗに⨨かれる。全体として、本஦౛では、法律は保護

の௙組みというよりも社会統制のᡭẁとして機能し、ぶの権ጾや道ᚨ的規範を強制する一᪉

で、思春期の女の子の䜴ェ䝹ビーイン䜾、主体性、有意義な支援へのアクセスを大ᖜにᚋᅇし

にしていた。
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䝷テンア䝯䝸䜹・䜹䝸䝤ᾏ地域ʭ 保護が懲罰となる場合

地᪉㒊のコ䝭䝳䝙テ䜱にᬽらす��歳の女の子0DULDQDは、彼女のᐙ᪘が、彼女の㏻学にకう㊥

㞳、㈝⏝、ケア㈐௵の㈇ᢸに対応できなくなったため、中㏵㏥学した。῝้な㈋ᅔと限られた教
育機会を⫼ᬒに、彼女は、⢭⚄的な支えと≀㉁的な安定を与えてくれた��歳のᘓタసᴗဨ

EGXDUGRと஺際をጞめた。0DULDQDは୧ぶのᬯ㯲の஢解をᚓて、彼とྠ᳇をጞめ、結婚の法定

᭱పᖺ㱋に達していなかったが、コ䝭䝳䝙テ䜱ෆで社会的に認められた㠀බᘧな婚ጻ関ಀを築
いた。0DULDQDがዷፎすると、ᮍ成ᖺ者が関与する性的関ಀについて法的なሗ࿌義ົを㈇う医

療ᚑ஦者が、᳨ᐹᙜᒁにሗ࿌を行った。ฮ法に基づき、EGXDUGRは懲ᙺฮが⛉される可能性

のある犯罪䛂䛄ᮍ成ᖺ者を害する行Ⅽ䛅に関する犯罪䛃のᐜ␲でᤚ査をཷけた。㉳ッを恐れた彼
は、コ䝭䝳䝙テ䜱から㏨ஸし、0DULDQDのዷፎは、健康上の஦㡯からฮ஦஦件へと変わり、その

結果、彼女のᐙ᪘は医療サービスから㐲䛦かり、彼女の社会的Ꮩ❧は一ᒙ῝まった。彼女は

᭱⤊的に、医療支援のない自Ꮿで出⏘した。

本஦౛は、��歳ᮍ‶の思春期のⱝ者が関与するあら䜖る婚ጻ関ಀを犯罪化する法的枠組み

が、≉に社会的保護やサービスのᥦ౪が欠ዴしている状況では、思春期の女の子の脆弱性
を㍍ῶするのではなく、䜐し䜝῝้化させᚓることを♧している。法律は0DULDQDを危害から守

ることを意ᅗしていたが、その㐺⏝が、彼女の㠀බᘧな支援体制をᔂし、䝟ートナーが彼女を

ケアすることをጉ䛢、彼を彼女のもとから㐲䛦けた。また、医療へのアクセスをጉ䛢、安全を㧗

めるのではなく、ステ䜱䜾䝬を強める結果となった。᪩期の婚ጻ関ಀの構造的要因である、㈋

ᅔ、限られた教育機会、ジェンダー化されたケアへの期ᚅに対応できず、法的対応
は、0DULDQDの㑅ᢥを形成した現実からษり㞳された形で機能してしまった。本஦౛は、法的

保護、教育、医療サービス、コ䝭䝳䝙テ䜱に根䛦した支援を統合した取り組みの必要性を明♧し

て䛚り、法律が女の子の権利を擁護しつつ、思春期のⱝ者を犯罪者としてᢅったり、彼らを、

本᮶彼らを保護するための機関からさらに㐲䛦けることのないようにすることが求められる。
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➨ʨ㒊

人権原๎

児童婚の᧞⁛には、単に法律で結婚の᭱పᖺ㱋を定めるだけでは不༑ศであるというⅬで、

ᖜ広いඹ㏻認識がᚓられている。法的枠組みは重要だが、既存のエビデンスは、法律につい

て、これまでとは␗なる⪃え᪉や枠組みを᥇⏝し、その機能のあり᪉さえも変えていく必要性

を♧している。参加する権利や意見を⫈かれる権利など、女の子の権利を擁護するため、法

律がᘓタ的なᙺ๭を果たすよう、既存の法的取り組みの෌⪃と見┤しが求められる。法律

は、⏬一的なᡭẁや単に㇟ᚩ的なᡭẁとして機能するのではなく、危害を㜵Ṇするものでな

ければならない。

新たな取り組みの᥇⏝には、法律がఱを達成しようとしているのか、ㄡの権利を保護しなけれ

ばならないのか、思春期のⱝ者の生活に䛚ける多様で、制⣙があり、変化し続ける現実にどう

対応すべきかに関する、῝い⌮解が求められる。人権原๎は、この᪉向㌿᥮にとってᴟめて

重要な基盤となる。人権原๎は単一の法的䝰デ䝹の規定をするものではないが、児童婚㜵Ṇ

のための取り組みが、思春期の女の子の権利を保護しつつ、危害を与えることのないよう、法

律がどう策定・実施・解㔘されるべきかに関し、明☜な指針を♧している。

ᬑ㐢性、┦஫依存性、㠀差別、ᖹ➼

関㐃する国際人権基‽

• C5C➨�条��ᖺ㱋、ジェンダー、地位を含䜐、いかなる⌮由による差別の⚗Ṇ

• C5C➨�条、➨�条��子どもの᭱善の利┈と、⥾⣙国の権利を実現する義ົ

• 女子差別᧔ᗫ条⣙�CE'$:�➨�条、➨�条��差別の定義と⥾⣙国の差別᧔ᗫ義ົ

• CE'$:➨��D�㡯��ジェンダー不ᖹ➼を強化する社会的、文化的な័行を᫝正する義ົ

https://www.ohchr.org/en/instruments-mechanisms/instruments/convention-rights-child
https://www.ohchr.org/en/instruments-mechanisms/instruments/convention-rights-child
https://www.ohchr.org/en/instruments-mechanisms/instruments/convention-elimination-all-forms-discrimination-against-women
https://www.ohchr.org/en/instruments-mechanisms/instruments/convention-elimination-all-forms-discrimination-against-women
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この原๎が求めるもの��人権は、ᖺ㱋、ジェンダー、婚ጻ状況、Ẹ᪘、䜹ースト、᐀教、㞀害、セ
クシ䝳ア䝸テ䜱、その௚の地位に基づく差別がなく、生活のあら䜖る面でᖹ➼に擁護されなけれ
ばいけない。また、ᕷẸ的、政἞的権利は、経済的、社会的、文化的権利とྠ➼の地位が与え
られなければならず、優先㡰位や㝵ᒙ構造が存在してはいけない。人権౵害はಶ別に発生す
るものではなく、┦஫に関㐃し、┦஫依存して䛚り、そのため、全ての権利を有意義で効果的に
保護するためには、それらをྠ᫬に認識し、対応しなければいけない。

児童婚に関する法律にとって重要な⌮由��ᖺ㱋、関ಀ性の状況、正ᘧな婚ጻ状況といったᅛ

定的なศ㢮に依拠する児童婚に関する法律は、㠀බᘧな婚ጻ関ಀや合意に基づく婚ጻ関ಀ

にいる思春期の女の子や、いかなる婚ጻ関ಀにもᒓさないが支援を必要とする女の子を、保

護、サービス、法的ᢎ認の対㇟から᤼㝖してしまうことが多い。そうした取り組みは、危害を㍍

ῶせずに、不ᖹ➼を強化し、␯እを一ᒙ῝้化させる恐れがある。また対応策は、結婚法定

᭱పᖺ㱋の改革だけでなく、思春期のⱝ者ྠኈの合意に基づく、強制をకわない性行Ⅽを犯

罪とするྠ意ᖺ㱋関㐃法や、婚ጻ関ಀእの性行Ⅽを⚗Ṇする法制度にも対応が求められる。
法改正は、保健医療、≉に性と生Ṫに関する健康�S5+�サービスへのアクセスの㞀ቨとなるも

のであってはいけない。成ᖺᖺ㱋に達するまで教育をཷける権利を保㞀することは、それ自体

が⊂❧した権利として、また᪩期の結婚につながる脆弱性を㍍ῶするᡭẁとして、必要不可欠

である。

参加と発達しつつある能力の尊重

関㐃する国際人権基‽

• C5C➨��条��子どもが自㌟に影響をཬ䜌すあら䜖る஦᯶について意見を⫈かれる権利

• C5C➨�条��子どもの発達しつつある能力の尊重

この原๎が求めるもの��子どもと思春期のⱝ者は、自㌟の生活に影響をཬ䜌す意思決定に参

加する権利を有する、権利の主体である。C5Cの、発達しつつある能力の原๎は、自律性、

ุ᩿力、意思決定能力が᫬間とともに、≉に思春期に発達していくことを認めている。

児童婚に関する法律にとって重要な⌮由� 成⇍度や状況を⪃៖せずに、��歳ᮍ‶の者のす

べての結婚や婚ጻ関ಀを、強制されたものと一ᴫにみなす法的前ᥦは、思春期の各ẁ㝵に

䛚ける重要な㐪いを見えにくくしてしまう。また、発達しつつある能力を⪃៖せず、ᙜ஦者が意

見を⫈かれる権利をྰ定する法律は、思春期ᚋ期のⱝ者の主体性、自律性、保護をྰ定す

る危㝤をకい、支援やサービスへのアクセスを制限する可能性がある。それは、思春期の女

の子の状況、䝙ー䝈、意向を஦前にホ౯せずに、法律によって結婚を↓効とする場合、≉に

有害となりᚓる。

https://www.ohchr.org/en/instruments-mechanisms/instruments/convention-rights-child
https://www.ohchr.org/en/instruments-mechanisms/instruments/convention-rights-child
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子どもの᭱善の利┈、生存、発達

関㐃する国際人権基‽

• C5C➨�条��子どもの᭱善の利┈を主要な⪃៖஦㡯とすること

• C5C➨�条��生࿨、生存、発達の権利

• C5C➨��条、➨��条��健康と教育をாཷする権利

• CE'$:➨��条、➨��条��教育と医療に䛚けるᖹ➼

• CE'$:➨��条��婚ጻ、ᐙ᪘関ಀに䛚けるᖹ➼

この原๎が求めるもの��法的、政策的௓入策は、単に法的基‽を形ᘧ的に㑂守するだけでな

く、᭱善の利┈の原๎を推進することと、思春期のⱝ者の生存、発達、健康、教育、㛗期的な

幸福を支えるものでなければいけない。児童婚を↓効としたり、関与した者をฎ罰したりする

だけの法律では、思春期の女の子を結婚や婚ጻ関ಀへと強いる状況を変えられない。有意義

な保護の実現には、女の子が支援サービス、福♴、ᩆ済ᥐ⨨、実㉁的な機会へアクセスでき

ることを保㞀する、✚ᴟ的な法的権利が求められる。

児童婚に関する法律にとって重要な⌮由��既存のエビデンスは、法的⚗Ṇᥐ⨨だけでは、ᑵ

学状況、健康、自律性などを改善せずに、正ᘧな結婚の件ᩘをῶᑡさせるだけにとどまる可

能性があり、それどこ䜝か、そのような⚗Ṇᥐ⨨は、婚ጻ関ಀを㠀බᘧな形や、Ỉ面ୗで行わ

れる見えにくい形へと移行させる可能性がある。実際の生活上の結果を改善しない法律や政

策は、保護と権利の実現という┠的を果たせていない。法律は、結婚の法的地位を規制する

だけでなく、思春期の女の子がྖ法ᡭ続きに参加し、意見を⫈かれる権利を認め、彼女たち

ᅛ有の脆弱性に対応し、彼女たちの機会を拡大するように、義ົと権利を定めるべきである。

㐺法性、ẚ౛原๎、᭱⤊ᡭẁとしてのฮ法

関㐃する国際人権基‽

• C5C➨��条�E�㡯��᭱⤊ᡭẁとしてのᣊ⚗、ฮ஦ฎ罰

• C5C➨��条��ྖ法制度に䛚ける子どもに≉化した保㞀

• CE'$:➨�条��女性の権利の法的保護を☜保する義ົ

https://www.ohchr.org/en/instruments-mechanisms/instruments/convention-rights-child
https://www.ohchr.org/en/instruments-mechanisms/instruments/convention-rights-child
https://www.ohchr.org/en/instruments-mechanisms/instruments/convention-rights-child
https://www.ohchr.org/en/instruments-mechanisms/instruments/convention-elimination-all-forms-discrimination-against-women
https://www.ohchr.org/en/instruments-mechanisms/instruments/convention-elimination-all-forms-discrimination-against-women
https://www.ohchr.org/en/instruments-mechanisms/instruments/convention-rights-child
https://www.ohchr.org/en/instruments-mechanisms/instruments/convention-rights-child
https://www.ohchr.org/en/instruments-mechanisms/instruments/convention-elimination-all-forms-discrimination-against-women
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この原๎が求めるもの��人権法は、合㐺法性、ẚ౛原๎、㠀差別の原๎によりฮ法の㐺⏝を

制限して䛚り、ฮ஦制⿢は、あくまで᭱⤊ᡭẁとしてのみ⏝いられなければならないとしてい

る。法律は、ᖺ㱋、状況、成⇍度、思春期のⱝ者の意思に基づき、児童婚の✀㢮を区別し、思

春期ᚋ期の女の子自㌟の意思による婚ጻ関ಀと、強制された結婚や、㠀ᖖにᗂい女の子が

関与する婚ጻ関ಀとを区別してᢅう必要がある。

児童婚に関する法律にとって重要な⌮由��㐣度に広範な、または懲罰的な取り組みは、結婚や

婚ጻ関ಀをỈ面ୗに㏣いやったり、思春期のⱝ者が支援を求めるのをጉ䛢たり、彼らを保護す

るためにタけられたฮ஦法制によって、思春期のⱝ者自㌟が重大な犯罪化やฎ罰の対㇟とな

る஦ែをᣍきか䛽ない。また、そうした取り組みは、女の子にఱの利┈ももたらさず、さらなる危

害をཬ䜌すものも含め、␯እされたコ䝭䝳䝙テ䜱にᒓするᐙ᪘やコ䝭䝳䝙テ䜱ఫẸに対して㐣㓞な

ฎ罰を与える可能性もある。権利に基づくア䝥䝻ー䝏は、思春期の女の子とそのエン䝟䝽ー䝯ン

トを中ᚰにᤣえる。法律は、児童婚をຓ㛗するジェンダー、ᖺ㱋、㈋ᅔに関㐃する不ᖹ➼を強化

したり、その᫝正をᛰったりしてはいけない。

ྖ法へのアクセスと実効的なᩆ済ᥐ⨨

関㐃する国際人権基‽

• C5C➨��条��ྖ法ᡭ続や行政ᡭ続を含め、子どもに影響をཬ䜌すあら䜖る஦᯶について

意見を⫈かれる権利

• C5C➨�条��⥾⣙国の、子どもの権利の効果的な実施・ྖ法へのアクセス・実効的なᩆ済

ᥐ⨨を☜保する義ົ

• CE'$:➨�条、➨��条��⥾⣙国の、差別᧔ᗫと女性と女の子のྖ法へのᖹ➼なアクセス

を保ドする義ົ

この原๎が求めるもの��ྖ法へのアクセスと実効的なᩆ済をཷける権利は、子どもを権利の主

体として認め、その権利の౵害への対応を保ドするためにᴟめて重要である。子どもは、利⏝

しやすく、子どもを中ᚰにᤣえ、その発達しつつある能力に応じたᡭ続きを㏻じて、㐺᫬に実効

的なᩆ済ᥐ⨨を求め、ᚓられるようでいなければいけない。ᩆ済ᥐ⨨は、ฮ஦㈐௵の㏣ཬにと

どまらず、原状ᅇ᚟、ᅇ᚟支援、෌統合、⿵ൾ、෌発㜵Ṇの保ドを含䜐ものでなければならな

い。各国は、ྖ法的、㠀ྖ法的な௙組みの୧᪉が利⏝可能で、アクセスしやすく、有意義なᩆ

済をᥦ౪できるものであることを保ドしなければいけない。

児童婚に関する法律にとって重要な⌮由��CE)08の影響をཷけた思春期の女の子は、移動

の制限、経済的依存、᝟ሗへの限られたアクセス、ステ䜱䜾䝬、差別的な社会規範やジェン

ダー規範など、ྖ法へのアクセスに対する、┦஫に஺差する」ᩘの㞀ቨを経験することが多

い。

https://www.ohchr.org/en/instruments-mechanisms/instruments/convention-rights-child
https://www.ohchr.org/en/instruments-mechanisms/instruments/convention-rights-child
https://www.ohchr.org/en/instruments-mechanisms/instruments/convention-elimination-all-forms-discrimination-against-women
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権利の౵害の㏻ሗやᩆ済ᥐ⨨のㄳ求に、法制度上、ぶまたは保護者のྠ意が必要な場合、

≉にᐙ᪘が結婚の取り決めに関与している場合は、女の子が保護を求めることができないこ

とがある。また、児童婚に関する法律が、主に結婚の犯罪化や自動的な↓効化に依拠してい

る場合も、女の子が、ฎ罰、支援をకわない強制的な別㞳、社会的᤼㝖の䝸スクにさらされる

場合には、法律が㏻ሗを思いとどまらせる要因となりᚓる。そのため、権利に基づく取り組み
では、安全で⊂❧したྖ法へのアクセスに加え、差し㏕った危害だけでなく、CE)08を持続さ

せる、より広範な状況へも対応するᩆ済ᥐ⨨が求められる。

ジェンダー正義と஺差性

関㐃する国際人権基‽

• CE'$:➨�条、➨�条��実㉁的ᖹ➼と国ᐙの㈐௵

• CE'$:➨�条�D�㡯��差別的なジェンダー規範の変革

この原๎が求めるもの��人権は、構造的不ᖹ➼に対応し、ジェンダーが、ᖺ㱋、㝵⣭、䜹ース

ト、Ẹ᪘、㞀害、地᪉㒊にᬽらすこと、セクシ䝳ア䝸テ䜱、㑊㞴・移動といった௚の形の差別とど

のように஺差するかを認識した、ジェンダー正義の視Ⅼを㏻して解㔘されなければいけない。

児童婚への対応には、よくても結婚を遅らせることを┠指すにとどまる法定ᖺ㱋のタ定を超え

た対策が求められる。法律や政策は、女の子を␯እする社会的、経済的、健康上の状況や

ジェンダー規範に対応する、変革をもたらす可能性をഛえていなければならず、また、強制され

た結婚௨እの㑅ᢥ⫥や安全をᚓられるようにしなければいけない。

児童婚に関する法律にとって重要な⌮由��CE)08は、ジェンダー、セクシ䝳ア䝸テ䜱、子ども᫬

௦、ᐙ᪘ෆのᙺ๭に関する差別的な規範により持続されている。そうした構造的状況に対応せ

ず、ಶ人の行動やジェンダー・䝙䝳ート䝷䝹な結果のみに↔Ⅼをᙜてた法改正は、まさに変えよ

うとしている力学を、かえってᅛ定化する䛚それがある。法律・関㐃䝥䝻䜾䝷ムは、そうではなく、

᪩期の結婚をຓ㛗する根ᗏにある社会的、健康上、教育上、経済的な状況の変革を┠指さな
ければいけない。監視や䝰䝙䝍䝸ン䜾に㢗って結婚を��歳まで遅らせても、᪩期の結婚の根本

原因への対応にも、思春期の女の子の有意義なエン䝟䝽ー䝯ントにもつながらない。

これらの原๎を⥲合すると、児童婚に関する法律の᪉向㌿᥮の必要性が♧၀される。⏬一的

な⚗Ṇや懲罰的な取り組みから、保護的で状況に応じ、思春期の女の子の権利と生活実ែ

に基づく法的枠組みへの移行である。これらの原๎は、危害を㜵Ṇするだけでなく、思春期の

ⱝ者の主体性、自律性、機会、サービスへのアクセス、人権のாཷを実㉁的に拡大すること

を┠指す法改正の基盤となる。これらの原๎はᢳ㇟的なものではない。法的ᣊ᮰力を有する

国際人権法に根䛦して䛚り、条⣙上の基‽とその権ጾある解㔘によって、さらにල体化されて

いる。

https://www.ohchr.org/en/instruments-mechanisms/instruments/convention-elimination-all-forms-discrimination-against-women
https://www.ohchr.org/en/instruments-mechanisms/instruments/convention-elimination-all-forms-discrimination-against-women


CEFMU & SEXUALITY WORKING GROUP | 21 ����ᖺ�᭶

人権条⣙機関の解㔘に䛚ける児童婚

C5CとCE'$:は、ྠ意、搾取からの保護、性と生Ṫに関する健康�S5+�へのアクセス、参

加、婚ጻとᐙᗞ生活に䛚けるᖹ➼に関する基‽を含䜐、法的ᣊ᮰力を有する条⣙上の義ົを

定めている。それらの基‽は、上記でᴫㄝした原๎を実際に㐺⏝できるものにし、児童婚に対
する各国の法的ア䝥䝻ー䝏に䛚ける規範的な参↷Ⅼとなる。また、C5Cጤဨ会やCE'$:ጤ

ဨ会➼の国際人権条⣙機関は、人権基‽をどのように解㔘し、㐺⏝すべきかについて、法的

ᣊ᮰力はないものの権ጾある指針をᥦ౪している。

条⣙機関による解㔘は、児童婚と思春期のⱝ者のセクシ䝳ア䝸テ䜱に関する法律や政策の策
定にᴟめて関㐃性の㧗い、重要な⥭ᙇ関ಀを明らかにしている。有害な័行に関するC5C・
CE'$:ඹྠ一⯡່࿌などのඹྠ解㔘は、国際法の根ᗏにある強力な保護の根拠を反映し、

結婚の᭱పᖺ㱋を��歳と定める国ᐙの義ົを改めて☜認している。しかし、௚の権ጾある指

針、≉に思春期に䛚ける子どもの権利に関するC5Cጤဨ会の一⯡的意見➨��ྕ�ୗ記参↷�
は、思春期のⱝ者の発達しつつある能力、自律性、そしてセクシ䝳ア䝸テ䜱、健康、教育、保護

など、自㌟の生活に影響をཬ䜌す意思決定に参加する権利をッえている。

またCE'$:は差別を、その効果または┠的に基づいて定義して䛚り、女性と女の子の実㉁

的なᖹ➼の実現のため、⥾⣙国に対し、一᫬的な≉別ᥐ⨨を含䜐あら䜖る㐺ษなᡭẁを⏝い

て、構造的・社会的な䝟䝍ーンへの対応を求めている。C㻱㻰㻭㼃の実㉁的ᖹ➼の枠組みを、児

童婚・᪩期婚㻔C㻱㻹㻕に㐺⏝する場合には、C㻱㻹の発生⋡だけでなく、女の子が教育や㈋ᅔ๐

ῶに䛚いて実㉁的な改善を経験しているか、また、安全、移動の自由、主体性、㑅ᢥ、ᑗ᮶へ

のᕼᮃが拡大しているかをᤊえることのできる、 定可能な成果が求められる。これには、結

婚するかどうか、いつ結婚するか、ㄡと結婚するかに関する㑅ᢥも含まれる。

これらの解㔘を⥲合すると、明☜な保護基‽と、きめ⣽かな権利に基づく実施を組み合わせた

法的枠組みの必要性がᾋき᙮りになる。それらは、児童婚に関する法律に☜ᅛたる規範的な

境界をタけながらも、思春期のⱝ者の権利をᦆなわせたり、㠀බᘧな婚ጻ関ಀや合意に基づ

く婚ጻ関ಀにいる女の子を᤼㝖したり、新たな形の脆弱性を生み出す、⏬一的または懲罰的

な法の㐺⏝をᅇ㑊する取り組みを支持するものである。政策❧᱌者に求められるのは、保護

か自律性かのどちらかを㑅䜆ことではなく、思春期の女の子の䝙ー䝈を中ᚰにᤣえ、ៅ重に実

施することで、その୧᪉を実現できる法律をタィすることである。
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ʶʸʹˀˈと思春期に䛚けるセクシ䝳ア䝸テ䜱に関㐃するʶ˅ʶ一⯡的意見➨ʥʣྕの規定

テー䝬

結婚の法定᭱పᖺ㱋

ʶ˅ʶ一⯡的意見➨ʥʣྕ

䛂ጤဨ会は⥾⣙国に対し、��歳までの者は、あら䜖る形ែの搾取や⹢ᚅから継続して保護をཷ

ける権利を有することを認識する義ົがあることを改めて指᦬する。また、関㐃する䝸スクや危害

の⛬度を㋃まえ、結婚、㌷㝲へのᚩເ、危㝤または搾取的なປാへのᚑ஦、ア䝹コー䝹や䝍䝞コ

の㉎入・ᾘ㈝に関する᭱పᖺ㱋は��歳とすべきであることを改めて☜認する䛃�➨��㡯�

性的ྠ意 䛂⥾⣙国は、保護と発達しつつある能力との䝞䝷ンスをᅗる必要性を⪃៖し、性的ྠ意に関する

㐺ษな᭱పᖺ㱋を定めるべきである。各国は、実際に合意に基づき、搾取的ではない性行Ⅽ

について、ᖺ㱋の㏆い思春期のⱝ者を犯罪者としてᢅうことを㑊けるべきである䛃�➨��㡯�

S5+サービスと

᝟ሗへのアクセス

䛂思春期のⱝ者がண㜵的または⥭ᛴ性をకうண㜵的または⥭ᛴ性をకうS5+関㐃の≀ရや

サービスを求め、利⏝できる能力を有しているという法的推定の導入も᳨ウされるべきである。

ጤဨ会は、あら䜖る思春期のⱝ者が、ᕼᮃする場合には、ᖺ㱋に依らず、保護者のྠ意なしに、

⛎ᐦが守られる医療┦ㄯやຓゝをཷける権利を有することをッえる。これは、医療行Ⅽにྠ意

する権利とは区別され、いかなるᖺ㱋制限の対㇟にもなるべきではない䛃�➨��㡯�

䛂ᖺ㱋に応じた、ໟᣓ的でໟᦤ的なS5+教育は、⛉学的エビデンスと人権基‽に基づき、思春

期のⱝ者とともに策定され、必ಟの学ᰯ教育課⛬に組み㎸まれるとともに、不ᑵ学の思春期の

ⱝ者にもᒆけられるべきである䛃�➨��㡯�
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ʶʸʹˀˈと思春期に䛚けるセクシ䝳ア䝸テ䜱に関㐃するʶ˅ʶ一⯡的意見➨ʥʣྕの規定

発達しつつある能力
と参加する権利

䛂ጤဨ会は、子どもの᭱善の利┈をุ᩿する際には、その子どもの≉ᚩを⪃៖するとともに、

発達しつつある能力に応じて、子どもの意見を⪃៖に入れるべきであることを強調する。⥾

⣙国は、思春期のⱝ者が⌮解力や成⇍度を㧗めていくにつれ、その意見に㐺ษな重みが与
えられるようにしなければならない䛃�➨��㡯��

䛂C㻾C➨1㻞条に基づき、⥾⣙国は、思春期のⱝ者が、ᖺ㱋と成⇍度に応じて、自㌟に関わる

あら䜖る஦㡯について意見を⾲明する権利を保㞀するためのᥐ⨨をㅮじ、౛えば、教育、健

康、セクシ䝳ア䝸テ䜱、ᐙᗞ生活、ྖ法ᡭ続や行政ᡭ続に関する意思決定に䛚いて、その意

見に㐺ษな重みが与えられるようにすべきである䛃�➨��㡯�

䛂思春期のⱝ者の発達しつつある能力の尊重と、㐺ษなỈ‽の保護との間で㐺ษな䝞䝷ンス
をᅗるためには、意思決定にకう䝸スクの⛬度や搾取の可能性、思春期のⱝ者の発達に関す
る⌮解、能力と⌮解力は、必ずしも全ての㡿域でྠじ㏿度でᆒ➼に発達するわけではないと
いう認識、ಶ䚻人の経験と能力の認識など、意思決定に影響する様䚻な要⣲が⪃៖されるべ
きである䛃㻔➨㻞㻜㡯㻕
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➨ʩ㒊

法制度・政策改革に関する指針

本セクシ䝵ンでは、本ሗ࿌᭩の中ᚰ的な主ᙇをල体的に♧す。すなわち、思春期の女の子の

権利をಁ進し、児童婚をῶᑡさせるためには、法の重要性を認めつつも、法を唯一またはそ

れだけで༑ศな解決策としてᢅうことを㏥け、より῝く、きめ⣽かで、஺差的な法への取り組み

が必要である。また、児童婚を単一の⏬一的な枠組みでᤊえることを前ᥦとせず、それに限

定されない取り組みでなければならない。したがって、法律はエビデンスに基づくとともに、児

童婚の␗なる形ែには␗なる対応が必要であるという⌮解を反映したものでなければならな

い。本セクシ䝵ンでは、これまでの各㒊で♧したᴫᛕศᯒ、エビデンス、஦౛研究を統合し、そ

れらの知見が、実際の法的・政策的枠組みのタィと改革にどのような意࿡を持つかを⪃ᐹす

る。

児童婚が生じる法制度や社会的文脈の多様性を㋃まえ、本指針は、ヲ⣽かつ規範的な法

的・政策的ᥦゝをᥦ♧することを意ᅗしてはいない。それはᮃましいものでも、本指針が意ᅗ

するものでもない。そうではなく、本指針は、国際的な人権基‽や原๎・☜ᅛたるエビデンス・

思春期の女の子の多様な実体験、≉に、制⣙のある状況ୗで結婚や婚ጻ関ಀに┤面してい

る思春期ᚋ期の女の子の実体験をᥦ♧する。それらの⪃ᐹは、世界的に㐺⏝可能な参↷Ⅼ

としてᥦ♧されるものであり、政策❧᱌者やアドボケイトが、それ䛮れの文脈に合わせて㐺⏝

し、ල体化することで、⏬一的な取り組みを超える法改正を支援し、法律を、思春期の女の子

の権利と自律性を有意義に保護・拡大し、広範な社会正義の実現にᐤ与できる、より広範な、

権利を⫯定する枠組みの中に位⨨づけ┤すことができる。

エビデンスに基づき、状況に即した法的枠組みを

推進する

児童婚に関する法的枠組みは、☜ᅛたる根拠に基づく必要があり、現地の実᝟を反映
し、CE)08の要因となっている構造的な脆弱性や不ᖹ➼に対応することで、変革的な成果を

生み出すものでなければいけない。

1
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そうした枠組みは、女の子のᬑ㐢的、不可ศかつ┦஫依存的な権利とのᩚ合性を保つべきで
あり、CE)08からの保護は、教育、安全、暴力からの解ᨺ、健康、移動の自由、参加の権利

とษり㞳して実現することはできないことを認識しなければならない。そのため、児童婚に関す
る法的枠組みは、教育、保健医療、子どもの保護、女性と女の子に対する暴力�V$:G�に関

するㅖ制度とのᩚ合性を保って機能し、��歳まで↓ൾで㉁の㧗い教育をཷける権利を含䜐、

女の子の権利と、有意義な主体性を発᥹し、㑅ᢥを行うことのために必要な条件をᩚഛしな

ければいけない。

対応౛

• ≉定の状況に䛚ける児童婚の✀㢮、ഴ向、要因に関するエビデンスを᳨ドし、それに応
じて法的枠組みをᩚഛする

• 児童婚に関する新たな法律が、教育、健康、子どもの保護、暴力に関する法律とどのよう
に┦஫స⏝するかを含め、法律間のᩚ合性を᳨ウする

• ��歳まで、ໟᣓ的性教育�CSE�や⫋ᴗ教育への道筋を含䜐、↓ൾで㉁の㧗い教育への
女の子のアクセスを保㞀するとともに、結婚௨እの㑅ᢥ⫥へのᡓ␎的投資として、安全
性、安ᚰ、安全な移動を向上させるᥐ⨨をㅮじる

• 法律の有効性を る中᰾的指標として、女の子の安全、移動の自由、参加、ᕼᮃの実現
に関する指標を組み㎸䜐

多様な結婚や婚ጻ関ಀに応じて法的対応を
区別する

思春期のⱝ者が関与する結婚や婚ጻ関ಀが、すべてྠじというわけではない。結婚の法定

᭱పᖺ㱋を18歳に⥔持しながら、思春期のⱝ者の権利を擁護し、危害をᅇ㑊するためには、

ᩆ済ᥐ⨨や支援策を区別することがᴟめて重要である。法的枠組みは、強制された結婚、ᙜ

஦者自㌟の意思による結婚、ぶなどによって取り決められた結婚、័習的な結婚や᐀教的な

結婚など、結婚や婚ጻ関ಀの多様な形を明♧的に認め、思春期ᚋ期のⱝ者の主体性がẁ㝵

的に㧗まることを認識し、彼らを保護しつつ、ẁ㝵的に発達する自律性を支える区別された対

応をᥦ౪すべきである。こうした認識により、害をཬ䜌し、重要な㐪いを᭕᫕にする可能性の

ある、⏬一的で౛እを認めないア䝥䝻ー䝏を᥇⏝するのではなく、多様な思春期のⱝ者を保

護し、そのẁ㝵的に発達する自律性をಁ進する法的ア䝥䝻ー䝏が可能となる。

対応౛

• 全く␗なる状況にྠじ結果を㐺⏝する、⏬一的で䛂౛እを認めない䛃法的対応をᅇ㑊する

• 思春期の女の子の状況、䝙ー䝈、意向、主体性の⛬度をᢕᥱするために各஦౛のල体

的な性㉁をホ౯し、ᙜヱの結婚や婚ጻ関ಀの性㉁に応じた多様なᩆ済ᥐ⨨をㅮじるた
めの基盤とする

�
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• 成文法に状況に応じた区別を組み㎸み、思春期のⱝ者が婚ጻ関ಀから㞳れること、そこ

にとどまること、またはその関ಀ上の地位を正ᘧなものとすることのいずれをᮃ䜐場合で

も、安全、安定、継続性を☜保するため、஦౛䛤との対応や保護ᥐ⨨をྖ法の⿢㔞によっ

て調ᩚできるようにする。ྖ法の⿢㔞は、ᖖに思春期の女の子の䝙ー䝈と意向を中ᚰに
ᤣえなければならない

ฮ஦制⿢はẚ౛原๎にᚑい、対㇟を⤠って㐺⏝する

ฮ法は、児童婚への対応に䛚いて┤ឤ的に㑅ばれるᡭẁとしてᢅわれることが多いが、それ

は᭱も懲罰的で₯在的に有害なᡭẁでもある。その㐺⏝は、暴力、強制、権力の℃⏝をకう᭱

も重大な஦౛に限定されるべきである。各国は、犯罪化が正ᙜ化されるか、ẚ౛原๎に㐺合

するか、利⏝可能なᡭẁの中で᭱も害のᑡないものかをホ౯しなければいけない。法的対応

は、児童婚のഴ向や状況の多様性を認識し、女の子を中ᚰにᤣえた、福♴、保護、✚ᴟ的ᥐ

⨨をཷける権利をకうものでなければいけない。ฮ法は、18歳ᮍ‶の結婚に対する標‽的な

対応であってはならない。ฮ法は、より広範な保護と権利の௙組みの中の一つのᡭẁにす䛞

ず、しばしば大䛦っ䜁なᡭẁでもある。

対応౛

• ẚ౛原๎の㐺⏝��ฮ法は、より制⣙のᑡないᥐ⨨では権利を༑ศに保護できない場合の

み、㐺⏝されるべきである�国際法律ᐙጤဨ会の�᭶�᪥原๎を参↷�
• ᭱ᚋのᡭẁの原๎の㐺⏝��ฮ஦制度は、௚の௙組みでは思春期のⱝ者を༑ศに保護で

きない、またはその行Ⅽが、婚ጻ関ಀそのものを超えて犯罪を構成する場合にのみ発動

される

• 思春期のⱝ者の間の合意に基づく関ಀ性と、搾取的または強制的な状況の明☜な区別

• いかなる状況でも、思春期のⱝ者自㌟を犯罪者としてᢅうことを㑊ける

• ฮ஦制⿢は必要な場合に限って㐺⏝し、ಟ᚟的ྖ法の不可欠な要⣲として、ᅇ᚟、支援、
幸福を優先するサ䝞イ䝞ー中ᚰの௦᭰ᥐ⨨を᳨ウする

人権と䛂Do No Harm(害を与えない)の原๎䛃に
基づく実施を☜保する

よくタィされた法律であっても、差別的に実施されたり、思春期のⱝ者の権利や発達しつつあ

る能力を⪃៖せずに実施されたりすれば、有害となりᚓる。

�

�
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実施に際しては、㠀差別、参加、ㄝ明㈐௵、尊ཝ、保護、女の子と思春期のⱝ者の権利と安

全をಁ進する法的ᡭẁやᡭ続きを㏻じて、人権に基づくア䝥䝻ー䝏を強化することが求めら

れる。

対応౛

• ᮍ成ᖺの子どもや思春期のⱝ者が、婚ጻ状況や஺際状況に関㐃する行Ⅽを⌮由に犯
罪者としてᢅわれることがないようにする

• ⿢ุᐁ、㆙ᐹᐁ、䝋ーシ䝱䝹䝽ー䜹ー、教育者、保健医療ᚑ஦者など、法律の㐺⏝にᦠ

わるすべてのアク䝍ーに研ಟを実施し、思春期のⱝ者の主体性、発達、権利を行౑する
能力をẁ㝵的に支援し、その発᥹を可能にする

• 䜹ースト、人✀、Ẹ᪘、㝵⣭に基づく差別などにより␯እされた㞟ᅋを不利な❧場に⨨
く、一㈏性を欠く、または㑅ᢥ的な実施を᤼㝖する

• ෌⿕害を生まない保護㻦㻌ฮ஦ᡭ続きが開ጞされた場合でも、そのᡭ続きは人権に基づく

ア䝥䝻ー䝏のୗで㐠⏝され、思春期のⱝ者の自律性・尊ཝ・発達しつつある能力をᦆな

わせないよう、㓄៖が求められる

• 児童婚を経験した子どもと思春期のⱝ者の権利を᏶全に行౑できる状ែのᅇ᚟が、国
ᐙの義ົとして認識されていることを㋃まえた、彼らのᅇ᚟と社会᚟ᖐ

思春期の女の子の主体性とኌを中ᚰにᤣえる

児童婚に関する法律は、問題の中ᚰにいる思春期のⱝ者の存在を、あまりにも㢖⦾に見え

なくしている。法改正では、思春期の女の子の視Ⅼ、意向、発達しつつある能力が、法的ᡭ

続きの各ẁ㝵で指針となるようにしなければならない。法的な成果は、大人の前ᥦではな

く、彼女たちの多様な生活実ែと、彼女たちの意見が⫈かれる権利に基づき形成されるべ

きである。

対応౛

• 関ಀ性の性㉁やᮃましいᩆ済ᥐ⨨をุ᩿する際に、思春期の女の子の視Ⅼを⪃៖す
るための正ᘧな௙組みを構築する

• 児童婚に対応する新たな法律や政策を策定する際に、思春期の女の子と༠㆟する

• 䛂発達しつつある能力䛃を解㔘原๎として明♧的に┒り㎸䜐

• 思春期のⱝ者が法律にアクセスでき、ᡭ続上または社会的な㝽間に取り残されることが
ないよう、క㉮支援の௙組みを強化する

�
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思春期のⱝ者のセクシ䝳ア䝸テ䜱を㠀犯罪化し、

性と生Ṫに関する健康(ˆ˅H)サービスへのアクセ
スを☜保する

法的枠組みの中には、合意に基づく性行Ⅽと結婚にྠじᖺ㱋を定めているものがある。それ

らは、思春期のⱝ者ྠኈの合意に基づく関ಀ性を犯罪化する一᪉、結婚と性的ྠ意をᴫᛕ

的に結びつけてしまう。思春期のⱝ者は搾取や暴力から保護されるべきだが、そのために、

搾搾取、⹢ᚅ、強制をకわない、合意に基づく性行Ⅽや性的⾲現を⌮由に、思春期のⱝ者を

ฎ罰してはならない。結婚へのྠ意ᖺ㱋と性的関ಀへのྠ意ᖺ㱋を区別せず、ಶ䚻の状況

への㓄៖を欠いたྠ意ᖺ㱋に関する規定は、思春期のⱝ者の犯罪化につながる可能性が

ある。

対応౛

• 思春期のⱝ者のセクシ䝳ア䝸テ䜱に対するステ䜱䜾䝬と、それにకう危害を㜵Ṇするため、
性的ྠ意ᖺ㱋を結婚ᖺ㱋よりపくタ定する

• ᖺ㱋の㏆い思春期のⱝ者ྠኈの合意に基づく関ಀ性を犯罪化の対㇟から㝖እする、䛂䝻䝭
䜸とジ䝳䝸エ䝑ト䛃条㡯の導入を᳨ウする

• 思春期の女の子の視Ⅼを中ᚰにᤣえた、合意に基づく関ಀと、合意に基づかない関ಀ
や状況を区別するための明☜なᡭ㡰の策定

• コ䝭䝳䝙テ䜱規範に反する、思春期のⱝ者の合意に基づく�性的�関ಀ性を⌮由に彼らをฎ

罰するため、性犯罪に関する法律が℃⏝されることがないようにする

• ྠ意、㌟体の自律性、権利を基盤とする、ᖺ㱋と発達ẁ㝵に応じたໟᣓ的性教育㻔CS㻱㻕
をᥦ౪する

• ᖺ㱋にかかわらず、⛎ᐦが守られる形でCSEとS5+サービスにアクセスできるようにする

ྖ法へのアクセスを拡大し、思春期の女の子が

利⏝できる法的ᩆ済ᥐ⨨の㑅ᢥ⫥を広䛢る

思春期の女の子に対するᩆ済ᥐ⨨は、婚ጻの取ᾘしやฮ஦ッ㏣だけでなく、ずっと広範なも

のでなければいけない。彼女たちは、結婚や婚ጻ関ಀを継続するかどうかにかかわらず、安

定した生活を෌構築し、自㌟の権利の行౑の実現を支援する、実践的で、状況に応じた支援

を必要としている。また法的ᩆ済ᥐ⨨は、思春期の女の子にとって、利⏝しやすく、安全で、有

意義なものでなければいけない。さま䛦まな状況に䛚いて、女の子は法的ᩆ済を求める際に、

≉に、加害者とされる者にᐙ᪘やコ䝭䝳䝙テ䜱ఫẸが含まれる場合、反発、ሗ᚟、強制に㐼っ

ている。国ᐙは、思春期のⱝ者をさらなる危害にさらすことなく、ྖ法へのアクセスを☜保する

義ົがある。

�

�
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対応౛

• 法的ᢇຓ、క㉮支援、⊂❧したⱞ᝟⏦❧ての௙組みなどを㏻じて、⛎ᐦが守られ、子ど
もと思春期のⱝ者に㓄៖した、㠀懲罰的な法的ᩆ済へのアクセスを☜保する

• 安全なఫᒃ、᥋㏆⚗Ṇ࿨௧、༏ྡ性を守るᥐ⨨などの保護ᥐ⨨をㅮじ、結婚の有効性

に関するᡭ続きを含め、思春期の女の子が安全に法的ᩆ済を求め、そのኌが⫈かれる
ようにする

• 思春期のⱝ者がⱞ᝟を⏦し❧てたり、⿢ุᡤや行政上のᩆ済ᥐ⨨を利⏝したりする際
に、保護者または㓄അ者のྠ意を必要とするᡭ続上の㞀ቨを᧔ᗫする

• 思春期の女の子が、保護やサービスをཷけるための唯一のᡭẁとして、ฮ஦ッ㏣を求
めることを強いられないようにする

• すでに児童婚を経験した思春期のⱝ者や、ዷፎ中または子育て中の思春期のⱝ者を対

㇟とした、教育、⫋ᴗカ⦎、経済的・ᚰ⌮社会的な෌統合のための取り組みに資㔠をᥦ

౪し、支援する

• 児童婚により女の子が学ᰯを㞳れた場合に、෌ᑵ学や௦᭰教育の㑅ᢥ⫥を☜保する

• 思春期の女の子が実ᐙやコ䝭䝳䝙テ䜱にᡠる場合に、暴力に㐼うことがないよう、保護࿨
௧をᩚഛする

• 結婚の解ᾘᚋ、資㔠を利⏝できなくなる可能性がある女の子に対する、経済的支援また
は⿵ൾのᥦ౪

• 結婚の解ᾘᚋも実ᐙにᡠらない女の子に対する、安全で尊ཝのあるఫᒃまたは௦᭰的

な生活⎔境のᥦ౪

• 思春期のⱝ者であるぶとその子どもの཮᪉を保護する形で、ぶとしてのᙺ๭を認める

• 㞳婚の⏦❧てやぶᐦな䝟ートナーからの暴力�,3V�に関するものなど、すべての既婚者

が法的な⏦❧てを行えるようにする

法制度改革を、より広範な社会的・経済的・教育的

エコシステムに組み㎸䜐

法律だけでは、児童婚をなくすことはできない。思春期の女の子の権利や機会に対する┦

応の投資を行わずに法律を制定する国䚻は、児童婚のᢚṆにኻᩋし、女の子が自由に自

㌟の人生を築くために必要な支援をᥦ౪することもできない。法改正は、児童婚のより広範

な要因に対応するための投資やᡓ␎の中に位⨨づけられなければならない。

8
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対応౛

• 法改正とඹに、女子教育、性と生Ṫに関する健康と権利、㈋ᅔ๐ῶ、බᖹな経済発展、

社会的保護への投資を行い、機会を๰出するとともに、女の子が自㌟の権利を行౑する
上での㞀ቨを取り㝖く

• ⫋ᴗカ⦎、㔠⼥䝸テ䝷シー、㉳ᴗス䜻䝹の育成、その௚のデ䜱ーセント・䝽ークや生ィᡭ

ẁへのつながりを㏻じて、䝴ース女性と女の子が生ィᡭẁや㞠⏝機会にබᖹにアクセス
できるようにするための取り組みを開発する

• 児童婚㜵Ṇ策を、国ᐙ開発ィ⏬と中期支出枠組みに組み㎸䜐ことをዡບする

• 思春期の女の子が、保護者や㓄അ者のྠ意を必要とせず、㑊ዷලのᥦ౪を含䜐、⛎ᐦ
が守られたໟᣓ的なS5+サービスを利⏝できるようにする

• あら䜖る子どもと思春期のⱝ者のCSEへのアクセスを☜保し、CSEに、有害なジェンダー

規範への対応、GBVの㜵Ṇ、有害な័行の㜵Ṇに関するෆᐜを含める

• 思春期の女の子の自律性を尊重し、いかなる差別もなく、すべての人の人権を尊重する
規範を構築するため、世௦間、␗文化間の対話をಁ進する

• コ䝭䝳䝙テ䜱䝸ーダー、᐀教指導者、保護者、䝴ースを法律の策定と実施に関与させる

継続的な改善のために、モニタリング、評価、
エビデンスの創出を行う

法改正は、その有効性とබᖹ性を☜保し、女の子と思春期のⱝ者にとって変革的な効果をも

たらすものとなるよう、継続的にホ౯される必要がある。法改正᱌は、思春期の女の子によ

る法的ᩆ済へのアクセス状況、法の施行が彼女たちに与える影響、新たな動向に関する体

⣔的な䝰䝙䝍䝸ン䜾の結果に基づいて策定されなければならない。法律が⧞り㏉し、思春期

のⱝ者の犯罪者化、監視、ฎ罰につながっていることを♧すエビデンスがあるにもかかわら

ず、その法律の෌ホ౯や改正をᛰり続けることは、㐺ษな᳨ドを行う義ົとㄝ明㈐௵を果た

していないとみなされᚓる。そのような状況では、エビデンスに基づく法改正は、有害な័行

に対する単なるᢏ⾡的な安全策ではなく、ண見可能な危害を㜵Ṇするための法的、೔⌮的

義ົである。

対応౛

• 法律の㉳ⲡ、改正前䛚よび定期的に、法的影響ホ౯を含䜐デー䝍の᳨ドを実施すること

を義ົ௜ける

�
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• 法的影響に関するデー䝍を᳨ドする際に、思春期の女の子、彼女たちのコ䝭䝳䝙テ䜱ఫ
Ẹ、支援䝛䝑ト䝽ークの構成ဨとの༠㆟を義ົ௜ける

• 人✀、䜹ースト、㝵⣭、᐀教、国⡠、その௚のアイデンテ䜱テ䜱の側面を⪃៖に入れ、法

律が女の子にཬ䜌す多様な影響をᢕᥱするため、法の支㓄が脆弱な状況、危機の影
響ୗにある状況、不安定な状況での調査を優先する

• 国ᐙ主体、㠀国ᐙ主体による法律の解㔘や実施がもたらす影響や不ᖹ➼を明らかにす
るため、実施状況に関する調査を行う

• CSOや䝣䜯ースト䝺ス䝫ンダーと㐃ᦠし、参加ᆺでコ䝭䝳䝙テ䜱䝧ースのᡭ法を⏝いて、

児童婚と法改正が思春期のⱝ者の多様な㞟ᅋにཬ䜌す影響に関する㉁的デー䝍を཰
㞟、᳨ウし、的☜でໟᦤ的かつ文化的に㐺ษな法律やබඹ政策の策定を支援する

• 児童婚関㐃法が機能、施行される国䛚よび地᪉䝺䝧䝹の状況を⪃៖しつつ、そうした法
律の国全体への影響に関する⥥ᐦな調査に投資する

結ㄽと௒ᚋの展ᮃ

児童婚をなくすための、┿に思春期の女の子を中ᚰにᤣえた取り組みには、児童婚を持続

させている構造的な状況に対応するとともに、彼女たちの権利とその行౑を拡大する法的

ᥐ⨨を強化する、変革的な行動が求められる。これは、児童婚の発生⋡が依然として㧗い

㞟ᅋに䛚いて、≉に重要である。法律は、人権原๎にしっかりと根䛦し、彼女たちの┿の㑅

ᢥ⫥と人生の機会を拡大する社会的、保健医療、経済的、文化的、教育的な௓入策とేせ

て実施されてึめて、持続可能な変化にᐤ与することができる。

あまりにも㛗い間、児童婚の構造的要因はゝⴥの上では認識されてきたものの、実際の対

応では、ᢚṆを重視した法的取り組みが中ᚰとなってきた。発生⋡のపୗは、進ᤖを る世

界的な基‽となっているが、女の子が依然として安全、教育、移動の自由、経済的安定を欠

いたまま生活している限り、そのᩘ್だけを成功の指標とすることはできない。
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成功の指標には、安全、教育、移動の自由、健康、自律性、経済的安定など、彼女たちの生活

の多面的な側面を反映すべきである。主に監視や犯罪化に依拠し、結婚を18歳まで遅らせよう

とする取り組みは、問題の根本的な解決にはならず、単に危害を別の形に移行させ、差別、暴

力、脆弱性の根本原因に対応するのではなく、それらの影響の発生を遅らせるだけになる恐れ

がある。

より効果的な道筋としては、思春期の女の子の生活を形成する構造的条件の改善を優先する

ことが求められる。すなわち、教育、医療サービス、社会的保護、経済的機会へのアクセスを

拡大し、有害なジェンダー規範を変革し、女の子を発達しつつある能力を有する権利の主体と

して認識する制度を強化することである。そのため、法的枠組みは、彼女たちを強制や搾取か

ら守りつつ、生涯にわたる彼女たちの自律性、参加、幸福の漸進的な向上を支える、より広範

な権利と保護のエコシステムの中で機能しなければならない。

その課題の推進には、多様な状況での調査、対話、学習への継続的な投資が求められる。既

存のエビデンスは、現在の法的取り組みの重大な限界を明らかにしているが、効果的で権利

を尊重した法的枠組みが実際にどのようなものかについて、現実に基づく知見を生み出す必

要性は依然として残っている。これには、児童婚の発生を見えにくくする恐れのある懲罰的な

取り組みを超え、状況に応じて区別された法的対応、権利に基づく実施、法律と社会的、経済

的支援制度を効果的に統合する取り組みなど、現場で生まれつつある法的、政策上の革新に

関する調査と記録への支援が含まれる。世界各地域にまたがる、そうしたエビデンス基盤の構

築は、世界中の思春期の女の子の多様な生活の現実や法制度を反映した、実践的で文脈に

応じた指針を策定するために不可欠である。

したがって、その取り組みの展開には、各国政府、CSO、研究者、人権擁護者、アドボケイト、政

府間組織、多国間機関、ドナーの持続的な関与が必須となる。国際社会は、文脈に即した調査

の支援・革新的な法的、政策的取り組みの試験的導入・国境を越えた学びの強化により、狭義

での法改正に留まらない、思春期の女の子の権利を有意義に保護し、彼女たちの人生の機会

を拡大する枠組みへと、前進できるのだ。持続的な前進の実現には、法改正だけでなく、結婚

が自律性、安全、社会的地位、保護、生存を実現する唯一の道であるように思わせる状況を根

本的に変えることが不可欠である。
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